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★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？

　書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
  
    小学校  ６年     秀太  さん
　　　　   ５年     太樹  さん

　今月の題字を書いてくれたのは、小
学校６年生の秀太さんと、５年生の太
樹さんの仲良し兄弟です。
　二人とも習字を習ったことはありま
せんが、絵を描くことが大好きで、時
間があるときは絵や文字を書き写した
りして遊んでいます。
　また、二人とも野球スポーツ少年団
に所属して日々トレーニングをしてい
るので、市の小学校の陸上記録会が楽
しみだと話してくれました。
　理科が大好きで将来は電気の研究を
する仕事に就きたいと話す秀太さん
と、警察官になりたい太樹さん。これ
からも将来の夢に向かって頑張ってく
ださい！

今月の読者プレゼント
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恵み多き志布志の大地
熱く語ろうお茶の未来
産地から巻き起こそう
緑茶と健康

主催 : 第 18 回全国茶サミット鹿児島大会 in 志布志市実行委員会（事務局 志布志市役所農政課 ☎ 099-474-1111）

第18回 全国茶サミット鹿児島大会 in 志布志市 記念大会

10月30日金　全国茶サミット（市町村長会議）

A l l  J a p a n  T e a  S u m m i t  K a g o s h i m a  c o n v e n t i o n  i n  S h i b u s h i

◎�鹿児島お茶大使の桂竹丸さ
ん・国生さゆりさんによる健
康トークショーを開催。入場
は無料です。

桂 竹丸・国生さゆり
健康トークショー

【会場】
志布志市文化会館

平成　    年  　 月     日木1025 31 AM9:00開場 記念大会の
ご来場者に
豪華景品が
当たる抽選券
をプレゼント!!

Present!

さんふらわあ

ペアホテル
パック

志布志産
お茶
etc…

今月の読者プレゼントは全国茶サミット

鹿児島大会 in 志布志市実行委員会から「志

布志市産のお茶」を５人の方にプレゼント！

詳しくは 31 ページをご覧ください！
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特集

　校区または区（以下、校区に略）公民館は、各地域の小学校区ごとの自治会で組織されており、市内全

体で 21 の校区公民館が組織されて活動を行っています（志布志地域においては、志布志区・東区・帖五区・

夏井陣岳区に区分）。そして市全体の組織としては、「志布志市校区公民館連絡協議会」が設置され、各校

区公民館の連携を図り、活動の推進を図っています。同協議会では、地域社会福祉活動の推進・青少年の

健全育成・花いっぱい運動などの様々な事業を展開しています。

　各校区の校区公民館においても、七草祝い、敬老会、運動会、夏まつりなど、それぞれの地域の特色あ

る活動が行われており、活気ある地域づくりの基盤となっています。

　今月の特集では、全 21 校区の「自慢の活動」を紹介します。

地域をつくり、育てる、特色ある活動
～志布志市校区公民館の取り組み～

２

泰野校区公民館

松山地区

データ

　公民館長：原田  輝明
　加入世帯数：567 世帯

　

泰
野
は
宮
田
山
、
霧
岳
に
囲
ま

れ
た
、
公
的
施
設
な
ど
が
多
く
位

置
す
る
地
域
で
す
。
ま
た
、「
あ

れ
か
ら
40
年
」
の
語
り
口
で
有
名

な
漫
談
家
の
綾
小
路
き
み
ま
ろ
さ

ん
を
生
み
育
て
た
ま
ち
で
す
。

　

泰
野
は
別
名
「
て
の
」
と
呼
ば

れ
、
年
配
の
方
な
ら
こ
ち
ら
の
方

が
、
親
し
み
易
い
地
名
で
し
ょ
う
。

　

県
道
の
歩
道
に
咲
き
誇
る
松
葉

ボ
タ
ン
の
よ
う
に
、
今
後
も
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

て
の
ん
こ
会
（
地
域
児
童
の
健
全
な
育
成
を
推
進
す
る
会
）
の
活
動
、

敬
老
祝
賀
会
、
そ
ば
打
ち
、
鬼
火
焚
き
、
だ
ご
祭
り
（
早
鈴
神
社
）
等

（
写
真
：
県
道
わ
き
の
松
葉
ボ
タ
ン
）

（※世帯数は H24 年度） １

新橋校区公民館

松山地区

データ

　公民館長：大迫  哲夫
　加入世帯数：760 世帯

　

新
橋
校
区
公
民
館
は
、
旧
松
山

町
の
中
心
地
で
、
志
布
志
市
の
北

部
に
位
置
す
る
中
規
模
の
公
民
館

で
す
。

　

35
集
落
、
７
６
０
世
帯
か
ら
な

る
新
橋
公
民
館
は
、
公
民
館
長
を

中
心
に
、
積
極
的
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

組
織
の
特
徴
と
し
て
、
各
種
団

体
の
関
係
者
を
役
員
に
任
命
し
、

協
力
を
得
な
が
ら
次
の
よ
う
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

明
治
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
の
六
月
灯
や
鬼
火
焚
き
、
石
蔵
を
活

用
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
彼
岸
花
植
栽
事
業　

等

（
写
真
：
伝
統
あ
る
鬼
火
焚
き
の
様
子
）

（※世帯数は H24 年度）

　
「
志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志
」

こ
の
地
番
こ
そ
が
、
志
布
志
区
公

民
館
が
活
動
す
る
地
域
で
す
。
志

布
志
千
軒
町
と
称
さ
れ
た
頃
か
ら
、

商
家
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
旧
市
街
区
に
は
、
江
戸
時

代
中
頃
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
角
地

蔵
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
地
蔵
尊

へ
の
供
養
と
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
願
す
る
「
地
蔵
祭
」
等
、

地
域
に
根
差
し
た
伝
統
的
な
活
動

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

夏
の
風
物
詩
と
し
て
10
年
前
に
復
活
し
た
伝
統
的
な
「
地
蔵
祭
」、

ふ
る
さ
と
花
植
え
大
会
、
三
世
代
交
流
餅
つ
き
大
会　

等

（
写
真
：
飾
り
付
け
さ
れ
た
「
や
し
ろ
」）

４

志布志区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：木村  辰美
　加入世帯数：674 世帯

（※世帯数は H24 年度） ３

尾野見校区公民館

松山地区

データ

　公民館長：中村  正人
　加入世帯数：485 世帯

　

尾
野
見
校
区
は
「
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
地
域
で
育
て
よ
う
」
を

目
標
に
、
30
年
前
か
ら
小
学
校
と

校
区
運
動
会
を
合
同
で
行
っ
て
い

ま
す
。
中
学
生
も
多
く
参
加
し
、

盛
り
上
げ
ま
す
。
入
場
行
進
に
は
、

一
般
の
方
１
３
０
名
の
参
加
も
あ

り
、
賑
や
か
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
尾
野
見
校
区
に
は
、
農

業
公
社
出
身
の
方
々
も
在
住
さ
れ

て
お
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

小
学
校
と
校
区
が
一
体
と
な
っ
た
運
動
会
、
ひ
ま
わ
り
の
種
蒔
き
、

霧
島
神
社
の
祭
事
、
お
お
の
み
焼
き　

等
（
写
真
：
皆
で
一
緒
に
楽
し
む
運
動
会
）

（※世帯数は H24 年度）

　

東
区
公
民
館
は
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
委
員
会
や
自
治
会
と
一
体
と

な
っ
て
、
美
し
く
心
豊
か
で
絆
の

深
い
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」
で

は
、
７
年
前
に
２
か
所
だ
っ
た
花

壇
が
12
か
所
に
増
え
、
植
え
付
け

本
数
も
７
千
８
０
０
本
に
。
ま
た
、

花
壇
に
「
地
域
の
絆
を
深
め
る
た

め
の
花
壇
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す

看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

各
自
治
会
が
分
担
し
て
、
植
え
付
け
か
ら
草
取
り
な
ど
の
管
理
ま
で

を
行
う
「
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」
等

（
写
真
：「
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」
の
様
子
）

５

東区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：酒匂  景一
　加入世帯数：1,135 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

帖
五
区
公
民
館
は
、
地
区
民
が

連
帯
感
や
学
習
意
欲
を
持
っ
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
じ
め
、

加
速
す
る
高
齢
化
や
環
境
問
題
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
明
る
く
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
活
動
の
中
で
も
、
特
に

親
子
で
参
加
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
た
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
会
」
は
、

夏
・
冬
の
２
回
に
わ
た
っ
て
賑
や

か
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

夏
は
か
き
氷
や
綿
菓
子
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
、
冬
は
そ
ば
打
ち
体
験
、

餅
つ
き
が
行
わ
れ
る
「
親
子
ふ
れ
あ
い
会
」
等

（
写
真
：
夏
の
親
子
ふ
れ
あ
い
会
の
様
子
）

６

帖五区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：淵上  次男
　加入世帯数：509 世帯

（※世帯数は H24 年度）
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香
月
校
区
公
民
館
は
、
志
布
志

市
の
市
街
地
と
そ
の
周
辺
地
域
か

ら
な
り
ま
す
。
小
学
校
は
歴
史
は

一
番
新
し
い
で
す
が
、
市
内
最
大

の
児
童
数
で
す
。

　

公
民
館
活
動
と
し
て
は
、
地
域

と
の
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
り
が

ち
な
子
ど
も
た
ち
に
、
郷
土
を
将

来
の
思
い
出
と
し
て
心
に
残
し
て

も
ら
う
た
め
、
ま
た
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
育
む
た
め
に
地
域
と

の
交
流
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

地
域
の
高
齢
者
と
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
の
三
世
代
で
一
緒
に
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
、
石
う
す
で
の
も
ち
つ
き
体
験　

等

（
写
真
：
様
々
な
世
代
間
で
餅
つ
き
体
験
）

８

香月校区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：柳　政利
　加入世帯数：1,709 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

安
楽
校
区
公
民
館
で
は
、「
伝
承

文
化
の
保
存
」、「
地
域
の
住
民
の

融
和
」、「
防
災
」、
そ
し
て
地
域
と

家
庭
・
学
校
の
三
者
が
一
体
と
な
っ

た
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
公
民
館
行
事
の
中
で
も

特
に
「
正
月
踊
り
（
手
拍
子
）」

は
安
楽
公
民
館
最
大
の
行
事
で
あ

り
、
県
指
定
無
形
文
化
財
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

県
指
定
無
形
文
化
財
の
「
正
月
踊
り
」、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
公
民
館
合
同
七
草
祝　

等

（
写
真
：
山
宮
神
社
で
の
正
月
踊
り
）

９

安楽校区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：髙瀬  一雄
　加入世帯数：1,021 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

森
山
校
区
公
民
館
は
、
こ
こ
ろ

と
こ
こ
ろ
を
結
ぶ
地
域
づ
く
り
、

美
し
く
住
み
よ
い
環
境
美
化
活
動
、

明
日
を
担
う
校
区
民
（
青
少
年
）

の
健
康
な
心
と
体
の
育
成
、
自
ら

を
高
め
る
生
涯
学
習
の
４
つ
を
柱

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
森
山
校
区
自
慢
の
景
色

が
広
が
る
『
ビ
ュ
ー
が
丘
』
で
は

前
方
に
御
在
所
岳
、
後
方
に
は
枇

榔
島
を
抱
き
込
む
よ
う
に
志
布
志

湾
の
全
貌
が
見
渡
せ
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

校
区
ふ
れ
あ
い
花
壇
の
春
・
秋
花
植
え
、
校
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

も
り
や
ま
夏
祭
り
、
秋
季
大
運
動
会
、
森
山
ビ
ュ
ー
が
丘
草
払
い　

等

（
写
真
：
ビ
ュ
ー
が
丘
か
ら
の
景
色
）

10

森山校区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：片野  美秀
　加入世帯数：192 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

夏
井
陣
岳
区
公
民
館
は
、
志
布

志
市
の
南
東
に
位
置
し
、
宮
崎
県

串
間
市
と
の
境
界
に
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
の
最
大
行
事
で
あ
る
運

動
会
は
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
の
砂

浜
で
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
、
各

自
治
会
か
ら
約
２
５
０
人
が
参
加

し
ま
す
。
競
技
は
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
な
種
目

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
来
賓
の
方

に
も
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
た
内
容
で
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
の
砂
浜
で
開
催
さ
れ
る
運
動
会
、
弁
天
祭
、
子

ど
も
会
と
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い　

等

（
写
真
：
砂
浜
で
開
催
さ
れ
る
運
動
会
）

７

夏井陣岳区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：濵崎　司
　加入世帯数：189 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

四
浦
校
区
は
、
山
間
の
小
さ
な

校
区
で
す
。
75
歳
以
上
の
校
区
民

が
40
％
を
占
め
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
地
域
で
す
が
、
校
区
民
一

人
ひ
と
り
が
、
数
多
く
の
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
運
動
会
は
、
四
浦
校
区

の
一
番
の
行
事
で
あ
り
、
校
区
外

（
市
内
・
市
外
）
か
ら
も
大
勢
の

方
が
参
加
し
ま
す
。
運
動
会
は
校

区
民
全
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

校
区
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
運
動
会
、
美
化
活
動
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
十
五
夜
ま
つ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

等

（
写
真
：
多
く
の
人
が
訪
れ
る
校
区
運
動
会
）

12

四浦校区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：藤山　忠
　加入世帯数：40 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

潤
ヶ
野
校
区
は
、
市
街
地
か
ら

車
で
15
分
余
り
の
前
川
の
中
流
区

域
に
あ
り
ま
す
。
当
校
区
で
は
、

昔
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
過

去
に
は
町
の
大
会
で
優
勝
す
る
等
、

多
く
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

来
春
、
出
水
中
学
校
が
閉
校
に

な
る
た
め
、
さ
び
し
い
思
い
も
あ

り
ま
す
が
、
跡
地
利
用
等
で
新
た

な
一
歩
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
校

区
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

伝
統
的
に
継
承
さ
れ
る
バ
レ
ー
大
会
や
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
大

盛
況
の
「
ふ
る
さ
と
自
慢
市
＆
文
化
祭
」
で
は
地
元
の
産
品
を
販
売　

等

（
写
真
：
賑
わ
う
ふ
る
さ
と
自
慢
市
・
文
化
祭
）

13

潤ヶ野校区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：伊地知   孝
　加入世帯数：272 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

八
野
校
区
で
は
明
る
く
、
清
潔

で
、
き
れ
い
な
地
域
づ
く
り
・
生

涯
学
習
の
積
極
的
な
推
進
・
身
障

者
や
寝
た
き
り
老
人
に
温
か
い
地

域
づ
く
り
・
青
少
年
の
健
全
育
成

を
重
点
目
標
に
定
め
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
旧
八
野
小
学
校
校
庭
で
開

催
す
る
「
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
」
は

歴
史
も
古
く
、
市
内
外
か
ら
多
数

の
参
加
が
あ
る
、
盛
大
な
校
区
の

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　
「
若
草
会
」
の
園
児
や
保
護
者
、
学
童
保
育
の
児
童
な
ど
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
夏
祭
り
、
ふ
る
さ
と
花
植
え
大
会　

等

（
写
真
：
多
く
の
人
で
賑
わ
う
夏
祭
り
）

14

八野校区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：安樂 泰次郎
　加入世帯数：101 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

田
之
浦
校
区
は
、
志
布
志
市
と

都
城
市
を
結
ぶ
県
道
65
号
線
の
途

中
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
急
激
な
過
疎
化
に
伴
い
、
児
童
、

生
徒
数
が
激
減
、
中
学
校
も
本
年

度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
校
区
公
民
館
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
委
員
会
、
神
楽
保
存
会
な
ど

を
中
心
に
伝
統
を
守
り
、
住
み
良

い
田
之
浦
を
目
指
し
て
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

天
智
天
皇
神
話
と
山
宮
神
社
、
そ
れ
に
伴
う
神
楽
舞
や
ダ
ゴ
祭
り
。

そ
の
他
、
鬼
火
焚
き
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、
夏
祭
り　

等

（
写
真
：
田
之
浦
山
宮
神
社
ダ
ゴ
祭
り
）

11

田之浦校区公民館

志布志地区

データ

　公民館長：井久保  修二
　加入世帯数：262 世帯

（※世帯数は H24 年度）



2013.10 ■市報しぶし　89　市報しぶし■ 2013.10

　

伊
﨑
田
校
区
公
民
館
は
29
の
自

治
会
で
構
成
さ
れ
る
、
総
面
積
35

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
域
な
校

区
で
す
。
校
区
の
中
心
部
に
保
育

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
消
防
団

詰
所
、
青
少
年
館
が
集
約
さ
れ
て

お
り
、
利
便
性
も
よ
く
、
校
区
民

の
皆
さ
ん
も
公
民
館
活
動
に
は
非

常
に
協
力
的
な
校
区
で
す
。

　

今
年
で
１
０
５
回
を
迎
え
る
伝

統
的
な
伊
﨑
田
相
撲
大
会
な
ど
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

明
治
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
る
伊
﨑
田
相
撲
大
会
、
校
区
運
動
会
、

サ
タ
デ
ー
広
場
、
白
鳥
神
社
で
の
祭
事
、
防
災
へ
の
取
り
組
み　

等

（
写
真
：
歴
史
あ
る
伊
﨑
田
相
撲
）

15

伊﨑田校区公民館

有明地区

データ

　公民館長：松木   健二
　加入世帯数：747 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

子
ど
も
と
女
性
に
好
か
れ
る
故

郷
と
な
る
べ
く
活
動
す
る
有
明
校

区
公
民
館
が
目
指
す
の
は
、
独
居

老
人
や
孤
独
死
等
を
な
く
し
、
全

て
の
校
区
民
が
支
え
合
い
、
心
安

ら
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続

す
る
農
村
社
会
。
あ
ち
こ
ち
で
赤

ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
が
響
き
渡
る
故

郷
を
取
り
戻
し
た
い
。
そ
ん
な
想

い
か
ら
十
数
か
所
の
土
手
に
芝
桜

を
移
植
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
故

郷
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

公
園
や
道
路
の
雑
草
の
茂
る
土
手
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
芝
桜
の
移
植
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
敬
老
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り　

等

（
写
真
：
咲
き
誇
る
芝
桜
と
植
栽
の
様
子
）

16

有明校区公民館

有明地区

データ

　公民館長：森重  晃一
　加入世帯数：679 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

通
山
地
区
は
志
布
志
湾
を
望
む

海
岸
部
と
後
背
地
の
野
井
倉
開
田

周
辺
部
に
あ
り
ま
す
。

　

海
岸
部
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の

た
め
の
清
掃
作
業
や
松
林
の
景
観

保
全
の
た
め
の
除
草
、
植
林
作
業

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

野
井
倉
開
田
で
は
コ
ス
モ
ス
植
栽

が
行
わ
れ
ま
す
。
公
民
館
活
動
活

性
化
の
た
め
、
自
治
会
へ
加
入
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
自

治
会
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

押
切
海
岸
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
や
新
年
拝
賀
式
、
野
井
倉
開
田

で
の
コ
ス
モ
ス
植
栽
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
親
子
共
同
活
動　

等

（
写
真
：
押
切
海
岸
で
の
新
年
拝
賀
式
）

17

通山校区公民館

有明地区

データ

　公民館長：南　眞太郎
　加入世帯数：653 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

蓬
原
校
区
公
民
館
で
は
、
平
和

で
豊
か
な
明
る
い
郷
土
作
り
の
た

め
、
校
区
民
が
一
体
と
な
り
校
区

公
民
館
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
50
年
あ
ま
り
続
く
球
技
大

会
は
毎
年
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
集
落
内
で
も
な
か
な
か
一

堂
に
会
す
る
機
会
の
少
な
い
今
、

一
つ
の
ボ
ー
ル
を
必
死
に
な
っ
て

皆
で
つ
な
ぐ
姿
は
や
っ
ぱ
り
い
い

も
の
で
す
。
今
後
も
継
続
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

50
年
続
く
球
技
大
会
、
サ
タ
デ
ー
広
場
で
の
活
動
、
熊
野
神
社
の
祭

事
、
近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
社
会
福
祉
活
動
の
推
進　

等

（
写
真
：
球
技
大
会
の
様
子
）

18

蓬原校区公民館

有明地区

データ

　公民館長：畑山  昭俊
　加入世帯数：529 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

野
神
校
区
公
民
館
で
は
、
社
会

教
育
の
実
践
活
動
を
通
じ
て
、
住

民
の
自
治
意
識
と
市
民
性
の
涵か
ん
よ
う養

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
野
神
校
区
民
体
育
祭
」

で
の
、
全
て
の
校
区
民
が
一
体
と

な
っ
た
様
子
は
、
正
し
く
公
民
館

の
連
帯
と
絆
の
強
さ
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。
今
後
も
校
区
民
の
親

睦
と
融
和
の
た
め
、
高
齢
者
の

方
々
が
地
域
と
の
繋
が
り
を
持
て

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
三
世
代
が
集
結
す
る
体
育
祭
、
上
床
神
社
、

丸
岡
稲
荷
神
社
の
祭
事
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

等

（
写
真
：
校
区
運
動
会
の
様
子
）

19

野神校区公民館

有明地区

データ

　公民館長：市ヶ谷  誠
　加入世帯数：556 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

原
田
校
区
は
志
布
志
市
の
西
南

西
に
位
置
し
、
大
崎
町
と
境
界
を

接
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
原
田
サ
タ
デ
ー
広
場
」
は
８
月

と
３
月
を
除
く
毎
月
第
３
土
曜
日

に
開
設
、
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
や
、

福
祉
体
験
な
ど
地
域
の
協
力
を
得

な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
県
の
地
域
塾
活

動
支
援
助
成
を
得
て
、
更
な
る
内

容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　

原
田
サ
タ
デ
ー
広
場
、森
神
社
の
祭
事
、校
区
秋
祭
り
、校
区
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

等 （
写
真
：
サ
タ
デ
ー
広
場
の
活
動
）

20

原田校区公民館

有明地区

データ

　公民館長：楠川  昭博
　加入世帯数：332 世帯

（※世帯数は H24 年度）

　

古
き
を
温
め
、
笑
顔
溢
れ
る
仲

間
い
っ
ぱ
い
、
楽
し
く
生
き
が
い

の
感
じ
ら
れ
る
地
域
。
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
地
域
。
そ
ん
な
山
重
を
目

指
し
て
、
開
田
の
祖
・
山
重
太
吉

翁
の
偉
業
を
語
り
継
ぎ
、
山
重
住

民
の
誇
り
と
し
、「
国
道
２
６
９

号
線
沿
い
志
布
志
市
の
山
重
」
を

活
か
す
べ
く
、
思
い
や
り
と
活
気

あ
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に
努

め
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
主
な
取
り
組
み

　
「
継
続
は
力
な
り
」
と
永
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
夏
ま
つ
り
、

運
動
会
、
駅
伝
大
会
、
青
少
年
育
成
球
技
大
会　

等

（
写
真
：
花
壇
づ
く
り
で
ま
ち
を
綺
麗
に
）

21

山重校区公民館

有明地区

データ

　公民館長：菅野　勉
　加入世帯数：338 世帯

（※世帯数は H24 年度）
21
校
区
公
民
館
の
連
携
が
、

志
布
志
市
発
展
の
カ
ギ
！

　

各
校
区
公
民
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独

自
性
や
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
守
り
な
が
ら
、

新
し
い
行
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
市
の
発
展
、

活
性
化
に
必
ず
繋
が
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
活
発
な
公
民
館
活
動
に
も
い

く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
後
継
者
と

な
る
は
ず
の
若
者
世
代
の
自
治
会
加
入
者

が
減
少
し
、
い
か
に
若
い
世
代
を
取
り
込

ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
課
題
の
ひ
と

つ
で
す
。
ど
の
公
民
館
に
お
い
て
も
、
こ

の
２
つ
は
公
民
館
活
動
を
将
来
に
わ
た
っ

て
継
続
す
る
に
あ
た
り
、
解
決
す
べ
き
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
と
の
繋
が

り
を
密
に
し
、
よ
り
多
く
の
人
が
参
加
し

た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
公
民
館
活
動

を
目
指
し
て
、
全
て
の
公
民
館
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

中村 正人 さん
志布志市校区公民館連絡協議会
会長（尾野見校区公民館長）
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白寿を迎えた古澤ユキエさん。皆さんますますお元気で！

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

　

９
月
13
日
、
市
内
の
最
高
齢
と
白
寿
の

方
を
市
長
・
議
長
・
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
が
訪
問
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
で
は
、
９
月
１
日
現
在
、
65

歳
以
上
の
方
が
１
万
２
２
０
人
生
活
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
人
口
の
30
・
48

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
１
０
０
歳
以
上

の
方
は
36
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

市
の
最
高
齢
者
は
、
志
布
志
町
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
賀
寿
園
の
松
山
ハ
ル

さ
ん
で
、
明
治
38
年
生
ま
れ
、
今
年
で

１
０
８
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。

　

市
の
発
展
の
基
礎
を
創
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
様
に
は
、
深
い
感
謝
の
気
持
ち
を
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
お
元
気

で
長
生
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
ま
し
た
！

　

９
月
14
日
、
泰
野
水
土
里
サ
ー
ク
ル
て

の
も
ん
そ
会
（
本
村
次
安
会
長
）
が
、
農

村
景
観
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
に
住

む
15
人
で
泰
野
公
民
館
付
近
の
水
田
・
畑

に
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
泰
野
の
水

田
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
菜
の
花
や
彼
岸
花

の
植
栽
、
22
年
か
ら
は
レ
ン
ゲ
や
コ
ス
モ

ス
の
種
ま
き
に
取
り
組
み
、
様
々
な
行
事

を
通
し
て
、
活
気
あ
る
、
明
る
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

種
ま
き
に
参
加
し
た
方
々
は
「
コ
ス
モ

ス
が
咲
く
と
ふ
る
さ
と
が
明
る
く
な
り
、

活
気
が
出
ま
す
。
き
れ
い
な
景
観
を
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
開
花
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

これからもきれいな景観づくりに努めます！

まちの

話 題 しぶし TOPICS

南
日
本
書
道
展
で
優
秀
賞
を
受
賞

　

生
涯
学
習
講
座
「
優
し
い
習
字
」
の
講

師
を
さ
れ
て
い
る
水
元
麻
未
さ
ん
が
、
第

63
回
南
日
本
書
道
展
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
、
９
月
20
日
、
指
導
者
の
永
山
南
糖
さ

ん
と
と
も
に
そ
の
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
は
全
国
で
も
書
道
が
盛
ん
な

地
域
で
、
今
回
も
３
６
８
点
の
応
募
が
あ

り
、
20
代
で
の
優
秀
賞
の
受
賞
は
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。
水
元
さ
ん
は
本
格
的
に
書

道
に
打
ち
込
ん
で
５
年
。
仕
事
が
忙
し
く
、

な
か
な
か
毎
日
練
習
す
る
時
間
が
と
れ
な

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
仕
事
の
合
間
を
み

て
稽
古
に
励
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
今
後
も
し
っ
か
り
と
稽
古
を
し
て
、

入
選
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
今
後
の
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

これからも稽古に励み、頑張ってください！

道
路
愛
護
で
知
事
表
彰
！

　

8
月
26
日
、
志
布
志
町
志
布
志
の
坂

元
俊
幸
さ
ん
、 

坂
元
静
香
さ
ん
ご
夫
妻
が
、

道
路
愛
護
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人

と
し
て
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
、

そ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
坂
元
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
平

成
17
年
か
ら
道
路
愛
護
活
動
を
行
っ
て
い

て
、
合
併
後
は
「
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」（
自
分
で
決
め
た
道
路
区
間
の

清
掃
活
動
等
を
行
い
、
自
宅
周
辺
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
で
、
市
全
体
が
き
れ
い

に
な
る
と
い
う
制
度
）
に
自
主
的
に
参

加
、
８
年
間
２
日
に
１
回
ペ
ー
ス
（
年
間

１
８
０
回
）
で
自
宅
周
辺
の
道
路
清
掃
を

行
い
、
地
域
の
道
路
愛
護
及
び
環
境
美
化

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
青
年
交
換
大
会
の
開
催
！

　

９
月
21
日
、
志
布
志
で
鹿
児
島
県
農
業

青
年
交
換
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
農

業
青
年
約
１
４
０
人
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
地
域
農

業
を
支
え
る
若
者
た
ち
が
、
仕
事
の
後
に

練
習
を
重
ね
、
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
全

て
の
チ
ー
ム
が
奮
闘
し
た
結
果
、
上
位
３

チ
ー
ム
に
開
催
地
で
あ
る
地
元
の
2
チ
ー

ム
が
入
る
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
志
布
志
の
青
年
ク
ラ
ブ
会
長
の
堀

口
俊
さ
ん
は
「
地
元
開
催
で
大
会
が
盛
り

上
が
り
、
良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
で
は
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

県内の農業に携わる若者が交流を深めました

一人ひとりの取り組みが、まちをきれいに

生徒たちを囲むように、地域の方々や卒業生も参加！

最
後
の
体
育
大
会
が
田
之
浦
中
と

出
水
中
で
盛
大
に
開
催
！　

　

９
月
15
日
、
田
之
浦
中
学
校
と
出
水
中

学
校
で
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
、
卒
業

生
を
交
え
て
最
後
の
体
育
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
之
浦
中
学
校
で
は
「
体
育
大
会　

Ｔ

Ｈ
Ｅ 

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
」
と
銘
打
ち
、
生
徒

や
各
小
学
校
区
ご
と
の
地
域
の
皆
さ
ん
に

よ
る
入
場
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
還
暦
を
迎
え
た
卒
業
生
26
人
も
、
お

揃
い
の
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
入
場
行
進
に
参

加
、
選
手
宣
誓
で
は
「
田
之
浦
中
、
あ
り

が
と
う
」
と
声
を
揃
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
出
水
中
学
校
も
「
出
水
魂 

～

最
高
の
仲
間
と
と
も
に 

つ
な
が
る
絆 

つ

な
ぐ
未
来
へ
～
」
と
い
う
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特

母
校
に
外
部
壁
掛
時
計
を
！

　

８
月
10
日
、
ボ
ル
ベ
ル
ア
ダ
グ
リ
で
松

山
中
学
校
卒
業
生
還
暦
同
窓
会
が
開
催
さ

れ
、
昭
和
44
年
に
同
校
を
卒
業
し
た
同
窓

生
か
ら
、
母
校
で
あ
る
松
山
中
学
校
に
外

部
壁
掛
時
計
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
に
は
全
国
か
ら
96
人
の
同
窓
生

と
、
１
人
の
恩
師
が
参
加
し
、
懐
か
し
い

話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

５
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
同
窓
会
で
す

が
、
今
回
は
記
念
す
べ
き
還
暦
同
窓
会
と

い
う
こ
と
で
記
念
品
と
し
て
時
計
を
寄

贈
。
会
の
開
始
前
に
、
参
加
者
と
村
中
修

三
発
起
人
代
表
が
同
校
を
訪
れ
、
時
間
と

き
ま
り
を
守
る
学
校
運
営
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
目
録
を
贈
り
ま
し
た
。

同窓生の絆が深まった１日でした

まちの

話 題しぶし TOPICS

に
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
「
棒
踊
り
」

と
「
て
べ
し
」
は
、
上
下
に
大
き
く
体
を

動
か
す
踊
り
で
力
強
く
、
勇
壮
な
も
の
で
、

後
半
は
地
域
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
、
卒
業

生
な
ど
も
輪
に
加
わ
り
、
約
１
時
間
続
い

た
熱
演
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
両
校
と
も

最
後
の
体
育
大
会
ら
し
く
完
全
燃
焼
で
そ

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
在校当時の思い出がよみがえります 生徒たちも最後まで頑張りました
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消
防
団
の
編
上
靴
を
整
備
し
ま
し
た

　

市
で
は
平
成
25
年
度
石
油
貯
蔵
施
設
立

地
対
策
等
交
付
金
を
活
用
し
、
志
布
志
市

消
防
団
の
編
上
靴
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
石
油
貯
蔵
施
設
が
立
地

さ
れ
る
周
辺
自
治
体
に
対
し
、
公
共
用
の

施
設
整
備
に
か
か
る
費
用
の
助
成
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
、

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
事
業
で
す
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
消
火
時
や
災
害

時
な
ど
の
迅
速
な
行
動
、
ま
た
、
消
防
団

員
の
安
全
確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
住
民

の
生
命
・
財
産
等
の
安
全
確
保
の
た
め
、

地
域
の
防
災
対
策
の
中
心
と
な
る
消
防
団

機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。　

地域を守る消防団の活動に、より一層期待しています！

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
清
掃
活
動

　

９
月
14
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
、
志
布
志
町
内
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
半
の
活
動
で
ご
み
袋
５
つ
分

の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が

捨
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
と
て
も
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　

活
動
に
参
加
し
た
、
尚
志
館
高
校
３
年

の
佐
々
木
瑶
香
さ
ん
は
「
集
ま
っ
た
多
く

の
ゴ
ミ
を
見
て
、
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま

し
た
。
傘
や
自
転
車
の
部
品
、
調
味
料
の

瓶
な
ど
、
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
？
と

い
う
ゴ
ミ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ミ
を

道
に
捨
て
る
人
は
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か

…
。
今
度
は
有
明
地
区
や
松
山
地
区
の
清

掃
活
動
も
し
た
い
で
す
」
と
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

たくさんのゴミが落ちていました

熱戦が繰り広げられました

西
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
大
会
in
志
布
志

　

9
月
9
日
か
ら
9
月
12
日
の
４
日
間
、

し
お
か
ぜ
公
園
で
西
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー

大
会
in
志
布
志
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
畿
地
方
と
九
州
地
方
合
わ
せ
て
12

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
同
大
会
は
、
例
年
九

州
内
の
大
学
チ
ー
ム
の
み
で
九
州
大
会
を

開
催
。
今
回
の
大
会
か
ら
初
め
て
関
西
の

大
学
生
も
参
加
し
て
、
西
日
本
大
会
と
な

り
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
が
発
着
す
る
志
布
志

市
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
株
式
会
社
ヤ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト

の
三
田
昌
徳
部
長
は
「
関
西
の
チ
ー
ム
を

含
め
た
大
会
の
開
催
を
行
う
に
は
、
さ
ん

ふ
ら
わ
あ
が
着
く
志
布
志
は
最
高
の
環
境
。

宿
泊
施
設
や
市
役
所
の
皆
さ
ま
の
お
も
て

な
し
あ
ふ
れ
る
ご
協
力
の
も
と
、
大
成
功

で
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

志
布
志
フ
ェ
ス
タ
が
大
盛
況
！

　

９
月
７
日
と
８
日
の
２
日
間
、
Ｊ
Ｒ
鹿

児
島
中
央
駅
ア
ミ
ュ
広
場
で
「
美
味
し
ぶ

し
！
楽
し
ぶ
し
！
志
布
志
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
2
回
目
の
開
催
に
な
る
「
志
布

志
フ
ェ
ス
タ
」
の
会
場
は
、
志
布
志
市
の

特
産
品
だ
け
で
な
く
、
志
布
志
市
民
の
力

を
あ
ら
ゆ
る
形
で
お
客
様
に
伝
え
よ
う

と
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

取
組
み
で
構
成
さ
れ
、
志
布
志
市
の
魅
力

を
た
っ
ぷ
り
感
じ
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
志
布
志
市
観
光

特
産
品
協
会
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
「
志し

ぶ

し
武
士
し
し
ま
る
」
く
ん
が
初
お
披

露
目
さ
れ
、
お
供
の
「
ト
ン
助
」
と
共
に

志
布
志
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

テープカットには『志武士ししまる』くんも参加！

まちの

話 題 しぶし TOPICS

まちの

話 題しぶし TOPICS

九
州
大
会
で
大
活
躍
！

　

９
月
22
日
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
た
第
18
回
九
州
硬
式
空
手
道
選
手
権

大
会
に
お
い
て
、
市
内
で
活
動
す
る
空
手

道
場
の
真
輝
塾
の
皆
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い

成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
州
各
県
か
ら
約
３
０
０
人
が
出
場
し

た
大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
型
の
部
：

　

小
学
３
年
の
部　

３
位　
　

山
床
武
生

　

中
学
生
の
部　
　

優
勝　
　

上
原
遥
奈

●
組
手
の
部
：

　

小
学
３
年
男
子　

準
優
勝　

稲
付
海
翔

　

小
学
４
年
男
子　

準
優
勝　

脇　

悠
斗

　

小
学
６
年
女
子　

準
優
勝　

脇   

雪
乃

　

中
学
１
・
２
年
男
子　

準
優
勝　

上
原
慶
人

　

中
学
・
高
校
女
子　

準
優
勝　

上
原
遥
奈

　
これからも切磋琢磨し、稽古に励んでください！

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
開
催
！

　

９
月
８
日
、
医
療
法
人
左
右
会
そ
お
地

区
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
び
ろ

う
の
会
が
主
催
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
な
ど
、
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
8
回
目
の
同
ツ
ア
ー
は
誰
で
も

参
加
で
き
る
ツ
ア
ー
と
し
て
平
成
22
年
度

に
始
ま
り
、今
回
は
「
か
ご
し
ま
水
族
館
」

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
は
「
初
め
て
水
族
館
を
訪

れ
た
人
も
多
く
、
楽
し
か
っ
た
。
車
い
す

利
用
者
が
5
人
い
た
が
、
特
に
不
便
を
感

じ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
障
が
い
者
に

対
す
る
配
慮
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
心

か
ら
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

皆さん心から楽しめたようです

東
九
州
自
動
車
道
総
決
起
大
会

　

９
月
19
日
、
串
間
市
文
化
会
館
で
東
九

州
自
動
車
道「
日
南
～
串
間
～
志
布
志
間
」

整
備
促
進
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
、
志

布
志
市
を
始
め
串
間
市
及
び
日
南
市
か
ら

１
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

今
回
の
総
決
起
大
会
は
東
九
州
自
動
車

道
の
早
期
整
備
を
願
う
地
元
の
想
い
を
、

国
、
県
及
び
国
会
議
員
の
方
々
に
届
け
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
当
日
は
地
元

の
３
名
の
代
表
が
意
見
発
表
を
行
い
、
道

路
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
５
名

の
国
会
議
員
の
方
々
を
始
め
、
国
土
交
通

省
道
路
局
長
な
ど
多
数
の
来
賓
か
ら
は
力

強
い
激
励
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
際
の
「
命
の
道
」

と
し
て
も
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 多くの人が参加し、道路開通の早期実現を訴えました

１
０
０
０
人
街
頭
立
哨
パ
レ
ー
ド

　

９
月
25
日
、
交
通
安
全
推
進
の
た
め

市
内
の
国
道
２
２
０
号
線
沿
い
と
県
道

１
１
０
号
線
沿
い
で
１
０
０
０
人
街
頭
立

哨
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
パ
レ
ー
ド
は
、
毎
年
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期
間
中
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
は
約
２
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
警
察
署
の
白
バ
イ
隊
が
先
導
し
、

パ
ト
カ
ー
、
交
通
事
故
な
く
し
隊
、
や
っ

ち
く
ラ
イ
ダ
ー
隊
、
ブ
ル
ー
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
青
パ
ト
隊
な
ど
が
続
き
、

盛
大
な
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
沿
い
と
県
道
沿
い
以
外
の

各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
正
門
前
等
で

街
頭
立
哨
が
実
施
さ
れ
、
市
内
各
地
で
広

く
交
通
安
全
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
大切な命を守るために、交通安全に気を付けましょう

13　市報しぶし■ 2013.10
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  図書館へ行こう！
～ 一 冊 の 本 と の 出 会 い が  あ な た の 人 生 を 変 え る ！ ～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 
　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

■「岳飛伝 6」        　　　北方　謙三  著
　独立軍閥を貫きたい岳飛、彼を南宋の
軍の柱にした奏檜。対立が決定的になり、

監禁された岳飛の処
断が近づく中、梁山
泊が救出に向けて動
き出していた…。
　『小説すばる』連
載を単行本化。

新 刊 案 内 ■「祈りの幕が下りる時」　　 
東野　圭吾   著

　極限まで追いつめられた時、人
は何を思うのか。夢見た舞台を実
現させた女性演出家。彼女を訪ね

た幼なじみが
数日後、遺体
となって発見
された。数々
の人生が絡み
あう謎に、捜
査は混迷を極
めるが…。

今月のテーマ図書
「 心ゆたかに生涯読書 」

　「本を読むと若くな
る」「本を読むと美し
くなる」といわれます。
読書が心の健康づくり
に役立つからです。秋
の夜長、心を豊かにす
る読書を生涯の友とし
てみてはいかがでしょ
う。

図 書 館 イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー （ 1 0 月 ・ 1 1 月 ）　 お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

1 0 月 場 所 イベント名

12 日（土） 本館  おはなし会（かみふうせん） 10 時 30 分 〜

19 日（土）
本館  おはなし会（かみふうせん） 10 時 30 分 〜

有明分館  おはなし会　10時 〜

26 日（土）
松山分館  おはなし会　14時 〜

本館  おはなし会（読書指導員） 10 時 30 分 〜

1 1 月 場 所 イベント名

２ 日 （土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分〜
９ 日 （土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分〜

◆ 10 月 ・ 11 月の休館日

　【10 月】15 日、16 日、21 日、28 日

　【11 月】５日、11 日、18 日、20 日、25 日

児 童
■「風立ちぬ」

宮崎　駿　原作・脚本・監督

■「魔女がまちにやってきた」
村上　勉　作

■「パンダ銭湯」
tupera　tupera　作

一 般
■「東京百景」

又吉　直樹　著

■「昭和の犬   Perspective kid Perspective kid」
姫野　カオルコ　著

■「第Ⅱ捜査官」　
安東　能明　著

※入場整理券を限定 150 枚で発行中です。
　志布志公演に続き、５日（火）都城市高城生涯学習
センター、６日（水）三股町立文化会館、７日（木）
曽於市立図書館、いずれも夜の公演で行われます。

◆ 11 月 3 日（日）午前 10 時から

　これまで 2 月の図書館まつりで販売していた雑誌
や本を、今回から、ブックマーケット引換券により、
券１枚につき、１冊プレゼントします。
　ブックマーケット引換券は 11 月 2 日まで本の貸出
の時に配布します。

■問い合わせ先：市立図書館　℡  472 ‐ 3322

平成 25 年度都城広域定住自立圏構想協議会事業
絵本作家　宮西 達也　おはなし会

『ニャーゴのやさしさとティラノのおもいやり』

平成 25 年度第８回志布志市

　読書感想文 ・ 感想画コンクール作品募集！

　11 月４日に志布
志市立図書館に来館
される絵本作家の宮
西達也さんの絵本を
揃えてみました。
　宮西さんの絵本の
世界をお楽しみくだ
さい。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

「 

み
や
に
し 

た
つ
や 

」

あなたが出会った一冊の本の、感想文・感想画を募集します！
◆募集期間：平成 25 年 11 月 22 日 ( 金 ) まで
◆対象：市内の園児、児童、生徒、一般
■問い合わせ先：市立図書館　℡  472 ‐ 3322

◆ 11 月４日 ( 月・祝 )　午後 6 時から
会場：志布志市立図書館　※入場無料

ブックマーケットを開催します！



　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？
働
く
す
べ
て

の
方
々
が
、
仕
事
と
、
育
児
や
介
護
、

趣
味
や
学
習
、
休
養
、
地
域
活
動
と

い
っ
た
仕
事
以
外
の
生
活
と
の
調
和

を
と
り
、
そ
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る

働
き
方
、
生
き
方
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
で
は
「
安
定
し
た

仕
事
に
就
け
ず
、
経
済
的
な
自
立
が

で
き
な
い
」、「
仕
事
に
追
わ
れ
、
心

身
の
疲
労
か
ら
健
康
を
害
し
か
ね
な

い
」、「
仕
事
と
子
育
て
や
親
の
介
護

と
の
両
立
が
難
し
い
」
な
ど
の
理
由

で
多
く
の
方
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
が
減

少
し
て
い
け
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

仕
事
と
仕
事
以
外
の
役
割
（
子
育
て
、

介
護
、
地
域
活
動
等
）
を
担
う
必
要

の
あ
る
人
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
こ
数
年
で
働
く
人
の
意
識
は

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
女
性
に
と
っ

て
「
結
婚
や
出
産
を
し
て
も
仕
事
は

続
け
る
」
と
い
う
の
は
普
通
の
選
択

肢
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

男
性
に
も
「
も
っ
と
家
庭
生
活
を
大

切
に
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
仕
事
以
外

の
役
割
を
抱
え
る
多
様
な
人
材
を
活

用
す
る
た
め
に
は
、
企
業
に
お
け
る

働
き
方
を
見
直
し
、
多
様
な
働
き
方

を
可
能
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が

実
現
す
る
と
、
自
分
の
望
む
バ
ラ
ン

ス
で
仕
事
と
仕
事
以
外
の
生
活
に
取

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
た

り
、
地
域
活
動
や
趣
味
、
自
己
啓
発

等
に
取
組
む
な
ど
、
仕
事
以
外
の
生

活
の
満
足
度
が
ア
ッ
プ
し
、
日
々
の

生
活
が
充
実
し
ま
す
。
さ
ら
に
生
活

に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く
こ
と
で
仕
事
に

対
す
る
意
欲
も
向
上
す
る
と
い
っ
た

好
循
環
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

女
性
も
男
性
も
、
や
り
が
い
や
充

実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
家
庭
や

地
域
生
活
な
ど
に
も
、
子
育
て
期
、

中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階

に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
で

き
る
活
力
の
あ
る
社
会
に
な
り
ま
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
働
き
方
や
男
性
の
育
児
参
加
促
進

等
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
ま
せ
ん
か
？
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Ecology
Communication

エコ通信

本庁 市民環境課 環境政策室 ℡：474 - 1111（内線 131 〜 136）
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問

男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会の
実現を

目指して
Gender Equality

本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（内線 250・255）問

◆女性支援相談室（13：00 〜 17：00）
10 月 16 日（水）　有明改善センター

11 月６日（水）　志布志支所 5階会議室

11 月 20 日（水）　新橋地区公民館

◆専用フリーダイヤル：

　0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54（月～金 8：30 ～ 17：00）

　ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか？

　相談無料、秘密は守ります。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

っ
て
何
？

「まちづくり出前講座」～みなさまのところへうかがいます～

　市民の皆さんに「男女共同参画社会」について知っていただくための
事業ですが、男女共同参画に対しては、まだまだ堅苦しいイメージや誤っ
た認識をもっていらっしゃる方が多いのが現状です。日頃、あまり認識
していなかった『男女共同参画』について、いっしょに学んでみませんか。
◆対象：自治会・ＰＴＡ・高校生・老人クラブ・各種団体等
◆内容： 「男女共同参画社会」について・「ドメスティック・バイオレ

ンス（ＤＶ）」について・〇〇〇らしく
■申込み・問い合わせ先：企画政策課　男女共同参画係
　TEL：099-474-1111（250・255）　　FAX：099-474-2281

　

最
近
、
生
ご
み
回
収
バ
ケ
ツ
に
異

物
が
混
入
す
る
事
案
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

生
ご
み
回
収
バ
ケ
ツ
に
は
、
生
ご

み
だ
け
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
草
木

や
切
り
花
な
ど
の
草
木
剪
定
枝
は
、

生
ご
み
バ
ケ
ツ
に
は
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
草
木
剪
定
枝
等
は
、
資
源

回
収
用
の
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、
生

ご
み
回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
住
宅
用
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進
事

業
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
ご
案
内
し

ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方
：

● 

市
衛
生
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る

者
● 

自
ら
居
住
す
る
志
布
志
市
内
の
住

宅
（
賃
貸
可
）
の
照
明
に
つ
い
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
市
内
の
販
売
店
で

購
入
し
、
設
置
し
た
者
（
平
成
25

年
５
月
23
日
以
降
に
購
入
し
た
器

機
が
対
象
で
す
）

◆
補
助
額
：

　

５
０
０
０
円
（
年
１
回
。
購
入
に

要
し
た
費
用
が
１
万
円
以
下
の
場
合

は
、
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
）

◆
申
請
方
法
：

　

次
の
書
類
等
を
そ
ろ
え
て
、
市
衛

生
自
治
会
事
務
局
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
補
助
金
交
付
申
請
書

　
（
振
込
先
を
明
記
し
た
も
の
）

● 

購
入
し
た
商
品
の
型
式
等
及
び
購

入
金
額
が
わ
か
る
領
収
書

●
照
明
の
設
置
前
と
設
置
後
の
写
真

　

市
で
は
、
下

記
の
日
程
で
狂

犬
病
予
防
集
合

注
射
（
２
回
目
）

を
実
施
し
ま
す

の
で
、
最
寄
り

の
会
場
で
接
種
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
対
象
の
犬
は
、
生
後

91
日
以
上
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
本

年
度
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
犬
で
す
。

生
ご
み
バ
ケ
ツ
に
草
木
や

切
り
花
を
入
れ
な
い
で
！

住
宅
用
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
（
２
回
目
）

『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
』
に
つ
い
て

な
ぜ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
な
の
で
す
か
？

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

が
実
現
す
る
と
…

10 月は「仕事と家庭を考える月間」です

仕事と家庭が両立し、働きがいのある職場と生き生きした暮らしを送るため

の環境づくりには、男性も女性も家事、育児、介護の責任をともに担い、仕

事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を図ることが必要です。

～仕事と生活のバランスのとれた働き方～

草木は生ごみではありません！

志 布 志 地 区
実 施 日 場 所 時 間

10 月 24 日
（木）

八野構造改善センター 9：20 〜  9：30

長岡商店前 ９：45 〜  9：55

西横尾下公民館 10：05 〜 10：15

田屋敷バス停前（沢目記） 10：25 〜 10：35

夏井公園 10：50 〜 11：00

天神ドライブイン前 11：10 〜 11：30

旧職業安定所 11：40 〜 11：50

南国輸送㈱（杉原養鶏場付近） 13：20 〜 13：35

平川商店 ( 清水 ) 13：40 〜 13：55

大田食堂（一丁田） 14：10 〜 14：20

10 月 25 日
（金）

農協田之浦事業所 ９：20 〜９：30

専念寺前 ９：40 〜９：50

ひばり保育園横 10：10 〜 10：30

大迫公民館 10：40 〜 10：50

公設市場駐車場 ( 大原 ) 11：00 〜 11：10

文化会館駐車場 11：20 〜 11：50

山宮神社 13：20 〜 14：00

運動公園 ( メインスタンド前） 14：10 〜 14：30

松 山 地 区
実 施 日 場 所 時 間

10 月 22 日
（火）

新橋地区公民館裏 9：00 〜 9：30
泰野地区公民館 9：40 〜 10：10

尾野見地区公民館 10：20 〜 10：50
有 明 地 区

実 施 日 場 所 時 間

10 月 23 日
（水）

伊﨑田青少年館 9：30 〜  9：50
市役所下畜産指導センター 10：10 〜 10：30

蓬原青少年館 10：40 〜 11：00
通山青少年館 11：20 〜 11：40

農村研修センター（宇都鼻） 13：00 〜 13：20
原田青少年館 13：40 〜 14：00
野神青少年館 14：20 〜 14：40
山重青少年館 14：50 〜 15：10

◆ 注射手数料および新規登録手数料
● 登録済みの犬　3,000 円　　　  ● 新規登録の犬　6,000 円

　　　　　　　（登録手数料 3,000 円＋注射手数料 3,000 円）
※ 狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬には、登録と年１回の狂犬病予防注射が

厚生労働省令で義務付けられています。登録済みの犬がすでに死亡している場合は、
そのまま台帳に残りますので、必ず市役所まで届け出をしてください。犬の飼い主
が変わった場合や、転入・転出をされて犬の移動があった場合も届け出が必要です。

※注射の際は個別通知書を必ずお持ちください。
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志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！

こころざし
ブランド通信

Shibushi Brands News 

本庁 企画政策課 ブランド推進室   ℡：474-1111（内線 254）問

2013.10 ■市報しぶし　1819　市報しぶし■ 2013.10

志布志の夏は熱かった！大隅半島体験ツアーレポート！

「こころざし経営よろず相談室」のお知らせ

経営者・事業者の皆様、朗報です！

　志布志市ブランド推進室とふじやま学校が共働で「こころざし経営よろず相談室」を開設し、大好評！

●業種を問わず、経営に悩んでいる方　　
●このままではいけないと感じているが、何が問題か分からない方
●経営者のやりたいことやビジョンが社員に伝わらない、理解されないと感じている方
●首都圏などに製品のサンプリング、出店を計画されている方…

などなど事業運営上の様々な課題に向けて、各エキスパートが専門分野をもとに分析、問
題点を特定して具体的な解決策をご提案させていただきます。90 分３万 1,500 円（税込）

無料お試し相談会実施中

　毎月、初めての方を対象とした、お試し無料相談会（60 分）を開催しています。11 月は５日（火）に開催。詳細は、
下記までご連絡ください。なお、ご相談内容については守秘義務を遵守します。お気軽にお問い合わせください。

■問い合わせ先：企画政策課  ブランド推進室  ℡：474-1111（254）

“私の中の美しい風景” 大募集！

　企画政策課ブランド推進室では、地元の人だからこそ知ってい
る、観光パンフレットでは決して紹介されない「私の中の美しい
風景」を皆様から募集します。
　現在、ブランド推進室では、職員による映像制作、動画配信を行っ
ていますが、今回は志布志市内の美しい風景を撮影し、ふるさと
志布志の魅力を、まずは同じ志布志市の人に伝えてみたいと考え
ています。
　早朝や夕方に見せるいつもと違った風景、四季折々の風景。そんな地元の人だからこそ知っている美しい風景が
見られる「場所」「時間」「季節」の情報を、企画政策課ブランド推進室までお寄せください。

■問い合わせ先：企画政策課　ブランド推進室　℡：474-1111（内線 254）

　こころざし経営よろず相談室を企画政策課ブランド推進室と共同運

営している株式会社ふじやま学校では、志布志市の地域ブランディン

グから、コンサルティング、文化事業、講演会運営を、鹿児島から首

都圏にかけて広く展開。今年の夏、首都圏開催のビジネスセミナーを

お休みして、大隅半島体験ツアー「HOME」を企画、開催し、関東圏

を中心に、延べ 100 人近くの方がふじやま学校のビジネスセミナー受

講を目的として、大隅半島に足を運んでいただきました。

　そして大隅半島と志布志の自然、産品をご紹介、その魅力にたくさ

ん触れていただきました。今回はその中でも人気の高かったアクティ

ビティをご紹介します！

【
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム　

第
５
回
】

　
『
よ
そ
も
ん
』
の
視
点
か
ら
大
隅
半
島
志

布
志
の
も
つ
『
た
か
ら
』
を
お
伝
え
す
る
本

コ
ラ
ム
。
今
回
は
「
故
郷
と
し
て
の
志
布
志

の
魅
力
」
に
つ
い
て
綴
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
た
ち
ふ
じ
や
ま
学
校
は
、
今
年
の
夏
期

は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
で
あ
る
大
隅
半
島
で
多
く

稼
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
通
常
期
に
は
首
都

圏
で
実
施
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
や

経
営
相
談
も
、
夏
季
営
業
と
い
う
こ
と
で
敢

え
て
志
布
志
で
臨
時
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
、
関
東
エ
リ
ア
に
て
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
く
方
た
ち
と
も
、
大
自
然
の
も
と
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
新
し
い
企
画
に
富
ん
だ

時
間
が
た
く
さ
ん
持
て
、
と
て
も
濃
密
で
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
県
外
・
海
外
の
お

客
様
を
お
迎
え
し
て
い
て
強
く
実
感
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
隅
半
島
志
布

志
は
、
外
部
の
お
客
様
、
た
と
え
初
め
て
訪

れ
る
お
客
様
に
と
っ
て
で
さ
え
も
『
故
郷
』

た
り
え
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
企
業
の
経
営
者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、

一
線
で
活
躍
す
る
方
々
を
お
迎
え
す
る
中
で

「
は
じ
め
て
訪
れ
た
気
が
し
な
い
」、「
ま
た

帰
っ
て
き
た
い
」、「
毎
月
戻
っ
て
き
た
い
」

と
い
っ
た
声
を
次
々
に
聞
き
ま
し
た
。
理
由

と
し
て
共
通
し
て
い
た
の
は
、「
本
来
の
自

己
に
還
る
こ
と
が
で
き
る
故
郷
の
よ
う
だ
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
『
故ふ
る
さ
と郷
』
と

い
う
言
葉
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、

「
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
」、「
古
く
か
ら
馴

染
ん
で
い
る
場
所
」
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、

「
心
の
拠
り
所
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て

お
り
「
な
る
ほ
ど
！
」
と
納
得
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。「
う
さ
ぎ
お
ひ
し　

か
の
や
ま
～
」

で
は
じ
ま
る
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
の
歌
詞
の

第
三
節
目
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
ろ
ざ
し
を　

は
た
し
て

い
つ
の
ひ
に
か　

か
へ
ら
ん

や
ま
は
あ
を
き　

ふ
る
さ
と

み
づ
は
き
よ
き　

ふ
る
さ
と 

ま
さ
に
志
布
志
を
描
写
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
全
員
が
定
住
し
て
３
年
目
、

今
や
私
た
ち
に
と
っ
て
も
志
布
志
は
か
け
が

え
の
な
い
故
郷
で
あ
り
ま
す
。

　

大
自
然
の
恵
み
豊
か
、
清
き
水
源
の
流
れ

る
志
布
志
が
、
こ
こ
ろ
ざ
し
溢
れ
る
多
く
の

人
に
と
り
『
魂
の
故
郷
』
た
り
え
る
場
所
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
る
夏
で
し
た
。

「
魂
の
故
郷 

志
布
志 

〜
還
る
べ
き
場
所
〜
」

コラムニスト
ふじやま学校
代表取締役

坂本貴弘

神奈川県出

身。『 ふ じ

や ま 学 校 』

の代表取締

役。志布志市ブランド推進ア

ドバイザーとしてブランドづ

くりに携わる。東京大学卒業。

首都圏からたくさんの人々が志布志に

第 1位 第２位 第３位

志布志の夏越しそば！
　ふじやま学校のお客様・受講生に
は、関東圏を中心に全国で事業をして
いる事業主の方が多くいらっしゃいま
す。志布志の夏そばの更なる展開のた
め、皆様に夏
そばをお振る
舞い。大好評
でした。

志布志市埋蔵文化財センター！
　今年完成したばかり。貴重な文化
財がいっぱいです。原田美穂子さん

（ふじやま学校：静岡県出身）からは、
同センター訪問後、感動のあまり市
の文化財保護
に対して、寄
付をいただき
ました。

セグウェイ体験講習！
　関東圏からたくさんのツアーのお客
様にお越しいいただいたのは、お隣大
崎町の「くにの松原キャンプ場」で開
催した SEGWAY ビジネスセミナーでし
た。次世代の
乗り物に皆さ
ん大興奮でし
た。

（写真）岳野山から見える朝日

活　動　事　例
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ストップ！
滞納

Tax Information

本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153）
　　　　　　　　　　　　　    収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の滞納処分の状況や税金に関することをご紹介します。

平成25年度 滞納処分等実施状況について

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・
病気等により収入がない方につきましては、本庁・各支所
の税務窓口で随時納税相談を実施しています。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公
平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不
動産など）を差し押さえることになります（法律では、「督促
状を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しな
いとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定めら
れています）。

◆差押えを実施した人数：64 人（平成 25 年 4 月〜９月末現在）

【差押えの内容】

 ●給与　　10 人
 ●預貯金　13 人
 ●不動産　14 人
 ●動産　　０人
 ●債権　　27 人

今
月
の
納
税

納
付
期
限
：

口
座
振
替
日
：

10
月
31
日
（
木
）

10
月
25
日
（
金
）

口
座
振
替
を
さ
れ
る
方
は
、

口
座
振
替
日
の
前
日
ま
で

に
残
高
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税（
６
期
）

●
介
護
保
険
料
（
６
期
）

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
６
期
）

●
市
県
民
税
（
３
期
）

※�

納
税
証
明
等
の

交
付
に
つ
い
て

　

金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
か
ら
市
役
所
で
納
付
確

認
が
で
き
る
ま
で
、
約
１

週
間
程
度
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
付
後
、
早

急
に
納
税
証
明
等
が
必
要

な
場
合
は
領
収
書
等
を
ご

持
参
の
う
え
交
付
請
求
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。
お気軽にお問い合わせください。

Health Up
for

  mile
保健師・栄養士メモ

本庁 保健課　℡：474-1111（内線 164）
松山支所 市民課   ℡：487-2111（内線 273）　志布志支所 福祉課   ℡：472-1111（内線 206）問

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
指
針
や
目
標
を
定
め
た
「
健
康
し

ぶ
し
21
」。
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

６
領
域
の
中
か
ら
、
今
月
は
「
た
ば

こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
３

年
間
の
取
り
組
み
の
中
間
評
価
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

「
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
」
の
領
域

で
は
、
下
表
の
８
つ
の
項
目
を
、
評

価
の
指
標
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

市
民
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
目
標
を
達
成
し
て
い
る
の
は
、

⑥
の
「
飲
酒
す
る
人
の
う
ち
一
日
３

合
以
上
、
毎
日
飲
酒
す
る
人
」
の
一

般
女
性
の
み
で
し
た
。
①
②
③
⑧
は

目
標
に
は
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
が
改

善
の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

⑤
の
休
肝
日
の
設
定
、
⑦
の
適
正
な

飲
酒
量
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
一
般

女
性
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
の

協
力
を
も
ら
い
、
市
内
の
飲
食
店
等

に
対
し
て
分
煙
状
況
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
「
受
動
喫
煙
の
対

策
」
に
対
し
て
「
し
て
い
な
い
」
が

62
％
、「
全
面
禁
煙
」、「
何
ら
か
の

実
施
」
が
38
％
で
あ
り
、
今
後
は
、

飲
食
店
等
へ
の
啓
発
や
禁
煙
・
分
煙

の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
対
す
る
制

度
等
の
勧
奨
を
行
い
、
実
施
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。　

　

こ
の
領
域
の
課
題
を
整
理
す
る
と
、

● 

喫
煙
の
影
響
に
つ
い
て
肺
が
ん
以

外
は
認
知
度
が
低
い
。

● 

飲
酒
、
た
ば
こ
を
吸
っ
た
こ
と
が

あ
る
小
・
中
学
生
が
い
る
。

● 

飲
酒
す
る
人
の
う
ち
男
性
は
週
１

日
以
上
の
休
肝
日
を
設
け
て
い
る

人
が
増
え
て
い
る
が
女
性
は
少
な

い
。
ま
た
適
正
飲
酒
量
の
理
解
度

が
低
い
。

　

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
健
康

づ
く
り
協
議
会
は
、
今
後
の
テ
ー
マ

を
「
た
ば
こ
を
吸
う
と
体
に
悪
い
こ

と
を
伝
え
る
こ
と
」
と
「
適
正
な
飲

酒
量
を
知
っ
て
楽
し
む
こ
と
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の

人
も
一
緒
に
な
っ
て
生
活
の
中
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

来
月
号
は「
健
康
し
ぶ
し
21
」の「
中

間
評
価
の
ま
と
め
」
に
つ
い
て
、
評

価
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
」

に
関
す
る
取
り
組
み

家
屋
全
棟
調
査
事
業
の

お
知
ら
せ

　

志
布
志
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら

家
屋
の
全
棟
調
査
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
度
は
有
明
町
を
中

心
に
調
査
し
て
い
ま
す
。

◆
調
査
方
法
：

　

調
査
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た

調
査
員
（
専
門
業
者
）
が
伺
い
、

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

家
屋
の
課
税
台
帳
及
び
図
面
と
実

際
の
家
屋
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
外
観
確
認
し
ま
す
（
原
則
的

に
は
家
屋
の
中
に
は
入
り
ま
せ

ん
）。
そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て

敷
地
内
へ
の
立
入
り
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
家
屋
外
周
の
計
測
や
家

屋
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※ 

課
税
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
後
日
市
の

職
員
が
あ
ら
た
め
て
調
査
に
お

伺
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
調
査
の
期
間
：

　

平
成
25
年
９
月
現
在
、
蓬
原
地

区
を
調
査
中
で
す
。
原
田
、
野
神
、

山
重
地
区
に
つ
い
て
は
、
調
査
時

期
に
な
り
次
第
、
行
政
告
知
端
末

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

調
査
日
程
の
都
合
に
よ
り
、
ご

不
在
の
場
合
も
敷
地
内
へ
の
立

入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
（
土
地
）
の
実
地
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
市
で
は
、固
定
資
産
（
土
地
）

の
実
地
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
地
調
査
は
、
土
地
の
現
況
及

び
利
用
状
況
等
を
把
握
し
適
正
に

評
価
を
行
う
た
め
、
地
方
税
法
に

基
づ
き
行
う
も
の
で
す
。
必
要
に

応
じ
て
立
ち
入
り
調
査
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
現
況
や
利
用
状
況
等

を
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
対
象
地
域
は
市
内
全

域
で
す
。

●
地
方
税
法

（
固
定
資
産
の
実
地
調
査
）

第
四
百
八
条　

市
町
村
長
は
、
固

定
資
産
評
価
員
又
は
固
定
資
産
評

価
補
助
員
に
当
該
市
町
村
所
在
の

固
定
資
産
の
状
況
を
毎
年
少
な
く

と
も
一
回
実
地
に
調
査
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

※ 

ど
ち
ら
の
調
査
も
市
が
委
託
し

た
委
託
会
社
が
行
い
、
調
査
員

は
市
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き

の
「
調
査
員
証
」
を
必
ず
携
帯

し
て
い
ま
す
。
必
要
な
場
合
は

提
示
を
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
５
４ 

～ 

１
５
６
）

 

「
健
康
し
ぶ
し　

」
の

  

中
間
評
価　

そ
の
６

 

「
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
」

21

指標 対象
計画策定 現状 目標
平成 21 年度 平成 24 年度 平成 26 年度

 ① 家庭では喫煙する場所を
　 分けている 一般 33.8％ 47.4％ 100％

 ②たばこを吸ったことが
　 ある

小学 4 年生 0.9％ 0.6％ 0％

中学 3 年生 6.7％ 4.1％ 0％
 ③ たばこを吸うと体に悪いと

いうことを知っている
小学 4 年生 96.5％ 96.8％ 100％

 肺がん
中学 3 年生 93.3％ 93.1％

100％

一般 92.4％ 99.2％

 ぜんそく
中学 3 年生 56.0％ 57.6％

一般 38.1％ 42.3％

 気管支炎
中学 3 年生 65.8％ 67.4％

一般 49.2％ 51.2％

 心臓病
中学 3 年生 39.6％ 41.3％

一般 40.7％ 33.3％ ↓

 脳卒中
中学 3 年生 36.9％ 40.1％

一般 35.6％ 35.8％

 胃かいよう
中学 3 年生 24.1％ 24.6％

一般 21.2％ 13.8％ ↓

 妊娠への影響
中学 3 年生 54.7％ 56.9％

一般 65.3％ 57.7％ ↓

 歯周病
中学 3 年生 22.7％ 32.1％

一般 50.0％ 47.2％ ↓

 ⑤ 週 1 日以上休肝日を設けて
いる（飲酒する人）

一般男性 41.7％ 42.9％ 50％以上

一般女性 80.3％ 78.0％ ↓ 90％以上

 ⑥  1 日 3 合以上、毎日飲酒
　する人

一般男性 20.2％ 13.9％ 10％以下

一般女性 3.3％ 0％ 達成 1％以下

 ⑦ 適正な飲酒量（焼酎換算
　0.5 合程度）の理解度

一般男性 27.8％ 29.9％ 100％

一般女性 38.4％ 31.4％ ↓ 100％

 ⑧お酒を飲んだことがある
小学 4 年生 16.5％ 13.6％ 0％

中学 3 年生 31.4％ 13.0％ 0％

④ 

喫
煙
で
次
の
疾
患
に
か
か
り
や
す
く
な
る
と
思
う
人
の
割
合

喫煙により様々な病気に
かかりやすくなる（表参
照）。また、妊娠中は低体
重児が生まれやすく、妊
娠の異常がおこりやすい。

休肝日を設けて、適正
な飲酒量に努めましょ
う！（純アルコール換
算 20 ｇ 焼酎で約 0.5 合）
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短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

せ
せ
ら
ぎ
の
音
と
も
つ
か
ず
蝉
し
ぐ
れ
暑
さ
忘
る
る
山
の
散
歩
路 

畑
山
み
つ
き

夕
涼
む
息
子
の
庭
に
子
孫
等
と
嫁
に
呼
ば
れ
て
焼
き
肉
を
食
む 

福
元　
　

忍

縁
下
に
久
方
に
見
る
蟻
地
獄
す
り
ば
ち
穴
の
数
個
を
見
た
り 

徳
田　

将
人

幾
日
を
猛
暑
に
萎
ゆ
る
日
暮
れ
刻
雨
請
ふ
木
々
に
雲
の
つ
れ
な
き 

矢
野　

む
つ

妻
逝
き
て
遺
品
整
理
に
出
し
広
げ
見
覚
え
の
服
し
ば
し
離
さ
ず 

野
口　
　

嵐

負
け
ん
気
も
旅
行
カ
バ
ン
に
詰
め
こ
ん
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
孫
は
飛
び
立
つ 

澤
津
川
頼
子

子
育
て
の
夢
を
語
り
て
逝
き
し
娘
は
今
世
に
あ
れ
ば
五
十
路
の
盛
り 

萩　
　

幸
子

駆
け
ぬ
け
る
音
の
聞
こ
え
る
気
配
し
て
せ
わ
し
き
お
盆
ほ
ろ
り
と
終
わ
る 

木
下
マ
キ
子

ド
ン
ゴ
ロ
や
タ
イ
ル
の
床
に
転
げ
お
り
木
の
枝
又
に
そ
ろ
う
り
と
置
く 

大
原　
　

繁

立
秋
の
畑
に
聞
こ
ゆ
る
鈴
虫
の
亡
夫
の
声
か
と
独
り
聞
き
入
る 

水
上
カ
ズ
エ

亡
き
友
の
食
卓
の
上
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
一
輪
あ
り
て
母
の
日
の
午
後 

池
迫　
　

茂

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

み
ち
の
く
に
ス
カ
ー
フ
を
買
う
初
秋
か
な 

　

川
畑　

充
子

窯
を
焚
く
こ
と
の
生
活
に
猛
暑
く
る 

　

春
日　

ふ
く

蝉
聞
い
て
正
座
し
て
を
り
終
戦
忌 

　

飯
野
澄
美
子

秋
風
は
や
さ
し
く
樹
々
の
群
に
鳴
る 

　

吉
村　

公
香

今
日
一
日
幸
だ
っ
た
星
月
夜 

　

川
畑
み
ゆ
き

冷
蔵
庫
開
け
た
が
る
子
の
夏
休
み 

　

横
山　

良
子

よ
く
も
ま
あ
や
っ
て
く
れ
た
り
菜
虫
か
な 

　

坂
元　

幸
子

答
案
の
用
紙
眩
し
く
秋
暑
し 

　

中
野
美
智
子

迎
え
火
も
送
り
火
も
無
き
雨
の
門 

　

坂
元　

順
子

生
き
て
ゐ
る
証
し
胡
瓜
の
曲
が
り
け
り 

　

本
村　

湧
水

手
土
産
に
そ
え
て
秋
茄
子
二
三
本 

　

城
之
園
よ
し
え

電
子
辞
書
傾
け
て
見
る
秋
灯
下 

　

本
村
多
可
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

大う

ぐ食
れ
妻か
か  

秤ち
き

い
乗の

い
度か
し  

溜う

い息
く
ち
っ 

　
　

満
留　

ぐ
み

祝ゆ
え

ん
座ざ

ん  

貧び
ん
ぶ乏
揺ゆ

す
い
ゆ  

婆ば

が
抓つ
ま

ん 

　
　

野
村　

三
味

運う
ん
ど
か
い

動
会  

尻げ

つ
走は
し

い
児こ

と  

婆ば

も
走は
し

っ 

　
　

樋
渡
草
団
子

耳み
み
は
す挟
だ  

話は
な

し
ゃ
言ゆ

な
よ
ち  

言ゆ

っ
回ま
わ

っ 

　
　

新
地　

十
意

苦に
が
わ笑
れ
い  

何な
い

か
一ひ
と
く
せ癖  

持も

っ
ち
ょ
い
態ふ 

　
　

竹
之
内
零
余
子

先せ
ん
せ
い生

ち  

叫お

ろ
だ
や
シ
ー
ち  

パ
チ
ン
コ
屋 

　
　

伊
地
知　

孝

実さ
と
も
ど

家
帰
い  

沢そ
が
ら山
し
乗の

せ
た  

米こ
め

と
野や

せ菜 

　
　

木
藤　

富
美

師し
し
ょ匠
ど
ん
が  

手て
ほ
ん本
に
見み

す
い  

渋し
ぶ

か
芸げ
い 

　
　

福
山　

吉
連

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多くの皆様の投稿をお待ちしています。

【写真：土手に咲く彼岸花】
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守
る
べ
き
言
葉
と
感
覚

　

日
本
の
「
オ
・
モ
・
テ
・
ナ
・
シ
」
の

ア
ピ
ー
ル
で
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決

定
し
、
日
本
国
中
が
こ
の
朗
報
に
沸
き
上

が
り
ま
し
た
。
48
年
前
の
東
京
五
輪
と
同

じ
よ
う
に
、
成
功
へ
の
明
確
な
目
標
に
向

け
て
国
家
を
あ
げ
た
準
備
が
進
む
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
経
済
効
果
は
一
説
に
は

１
０
０
兆
円
を
超
え
る
の
で
は
と
も
予
測

さ
れ
、
デ
フ
レ
不
況
下
の
日
本
に
と
っ
て
、

不
景
気
を
脱
す
る
大
き
な
牽
引
力
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
の
志
布
志
の

地
に
も
そ
の
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を
、
大
き

く
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
東
京
へ
上
京
し
た
時
の
こ

と
で
す
。
公
共
の
場
で
眉
を
ひ
そ
め
る
よ

う
な
光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
に

乗
り
込
む
や
い
な
や
、
人
目
も
は
ば
か
ら

ず
に
化
粧
を
始
め
た
若
い
女
性
。
乗
っ
た

と
き
と
は
違
う
顔
で
、
颯
爽
と
降
り
て
い

く
姿
は
周
り
の
目
を
全
く
気
に
し
て
い
な

い
よ
う
で
し
た
。
は
た
し
て
そ
れ
は
日
本

人
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
文
化
庁
が
発
表
し
た
「
国
語
に

関
す
る
世
論
調
査
」
で
「
ざ・

・

・

・

っ
く
り
と
し

た
説
明
」、「
キ・

・

・

・

ン
キ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
」

な
ど
幾
つ
か
の
新
し
い
表
現
が
定
着
し
た

と
い
う
新
聞
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。
最

近
は
、
特
に
Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
の
め
ざ
ま
し

い
普
及
に
伴
い
、
そ
れ
に
関
す
る
用
語
な

ど
を
覚
え
る
こ
と
に
一
苦
労
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
最
近
あ
ま
り
耳
に
し

な
く
な
っ
た
「
は
し
た
な
い
」
と
い
う
言

葉
を
、
幼
少
時
代
の
思
い
出
と
共
に
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
に
「
は
し
た
な
い
ま
ね
を

す
る
な
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「
は
し
た
な
い
ま
ね
」
と
い
う
の
は
直
接

的
に
は「
不
作
法
で
慎
み
が
な
い
振
舞
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉

の
意
味
は
「
自
分
の
行
動
に
対
し
て
責
任

を
持
ち
、
社
会
規
範
や
道
理
を
重
ん
じ
な

さ
い
」と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。「
お

天
道
様
が
」、「
世
間
様
が
」
と
い
う
感
覚

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
は
し
た
な
い
」
と

い
う
言
葉
が
生
き
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
私
ど
も
が
子
ど
も
の

時
代
に
は
、
皆
が
わ
き
ま
え
て
い
た
感
情

で
あ
り
、
行
動
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
本
市
の
「
志
」
と
い

う
文
字
を
象
徴
す
る
「
武
士
道
」
の
精
神

が
重
ん
ず
る
、
信
義
、
廉
恥
、
礼
儀
、
潔

白
、
質
素
、
倹
約
、
尚
武
、
名
誉
、
情
愛

な
ど
の
言
葉
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は

と
、
地
下
鉄
で
の
光
景
を
思
い
返
し
て
危

惧
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
鹿
児
島
大
会

が
10
月
30
日
と
31
日
に
本
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
の
大
会
の
成
功
に
向
け
た
応
援

コ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

日
本
の
元
気
を
結
集
し
よ
う
！
ニ
ッ
ポ
ン 

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
・
ニ
ッ
ポ
ン 

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
・

ニ
ッ
ポ
ン 

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
・
日
本
茶
！
』

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

　この話は、あらゆる被災から一定期間を経過した被災者・災害体験者の方々に「もし、災害の１日前にもどることがで

きたら、あなたは何をしますか」をテーマに話をお聞かせいただいたものです。もし、「自分だったら」「我が家だったら」

「我が社だったら」というように、自分の身の上に置きかえて読み進めてください。一つひとつの小さな話から教訓などを

感じてもらい、減災の大切さを知るきっかけとなれば幸いです。

三
条
市
の
豪
雨

　

私
の
自
宅
が
あ
る
町
（
４
０
０
世
帯
）
は
２
０
０
４

年
７
月
13
日
の
豪
雨
で
、
床
上
浸
水
し
ま
し
た
。
私
の

自
宅
も
１
２
０
セ
ン
チ
の
水
位
に
達
し
、
水
に
浸
か
っ

た
我
が
家
を
前
に
「
自
然
に
対
抗
は
で
き
な
い
。
正
し

く
理
解
し
、
つ
き
あ
っ
て
い
く
し
か
な
い
」
と
い
う
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
私
は
自
治
会
で
副
会
長
の

職
に
あ
り
、
２
０
０
３
年
頃
か
ら
老

人
会
の
立
ち
上
げ
の
準
備
を
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
資
料
は
す
べ

て
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
立
ち
上
げ
は

２
０
０
５
年
春
に
延
び
た
の
で
す
が
、
こ
れ
以
降
は
毎

年
、
会
員
の
避
難
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。
自
治
体
か

ら
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
『
三
条
市
豪
雨
災
害
対
応
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
も
大
い
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
楽
し

さ
を
重
視
し
た
交
流
会
の
よ
う
な
訓
練
が
功
を
奏
し
、

２
０
１
１
年
７
月
29
日
の
豪
雨
に
よ
る
水
害
で
は
、
会

員
は
皆
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
た
う
え
、
避
難
所
で
は

互
い
に
い
た
わ
り
合
い
、
ワ
イ
ワ
イ
明
る
い
雰
囲
気
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訓
練
に
意
味
は
な
い
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
絶
対
安
全
は
な
い
」
と

訴
え
、
継
続
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
は
こ
の
老
人
会
の
活
動
の
一
環
で
高
齢

者
の
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
ま
た
一
つ
、
安
心

の
材
料
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
避
難
訓
練
で
築

い
た
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し
、
会
員
以
外
の

高
齢
者
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
具
体
的
な
避
難
準
備
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
条
市　

70
代　

男
性　

自
治
会
長
）

老
人
会
を
立
ち
上
げ
、

訓
練
重
ね
た
成
果
を
実
感

防災啓発エピソード　VOL.4

もし、一日前に戻れたら…。私たち（被災者）からみなさんに伝えたいこと

　

税
関
で
は
、
従
来
か
ら
覚
醒
剤
、
大
麻
な
ど
の
不
正

薬
物
及
び
拳
銃
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
社
会
悪
物
品
の
密
輸

阻
止
の
た
め
、
警
察
、
海
上
保
安
庁
等
と
連
携
し
て
水

際
取
締
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
長
崎
税
関
で
は
、
平
成
25
年
10
月
１
日

（
火
）
か
ら
10
月
31
日
（
木
）
ま
で
を
「
薬
物
及
び
銃

器
取
締
強
化
期
間
」
と
し
て
、

社
会
悪
物
品
に
対
す
る
水
際

取
締
り
を
更
に
強
化
す
る
と

と
も
に
、
税
関
の
役
割
に
つ

い
て
広
く
市
民
の
皆
様
へ
お

知
ら
せ
し
、
ご
理
解
と
密
輸

情
報
提
供
等
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

海
港
や
旅
行
先
な
ど
で
、
不
審
な
貨
物
や
人
物
を
見

か
け
た
、
不
審
な
会
話
を
耳
に
し
た
な
ど
の
情
報
が
あ

れ
ば
、
税
関
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

　
　

０
１
２
０
‐
４し

ろ

い
６
１
‐
９く

ろ

い
６
１

で
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

長
崎
税
関  

鹿
児
島
税
関
支
署  

志
布
志
出
張
所　

　

℡
：
４
７
２
‐
１
６
８
９

国際物流の
拠点を

目指して
Go! Go!  志布志港

本庁 港湾商工課 港湾振興係　℡：474-1111（286）問

日本でも有数の国際物流取扱量を誇る、海の玄関口「志
布志港」。今回は、その港を守る鹿児島税関支署志布志
出張所からのお知らせです。

「
薬
物
及
び
銃
器
取
締
強
化
期
間
」
に
お
け

る
、
水
際
取
締
り
強
化
の
お
知
ら
せ

密
輸
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
３
価
ワ
ク
チ
ン
）

　
　
　
　

予
防
接
種
の
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

◆
接
種
期
間
：
10
月
初
旬
か
ら

　

平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で

◆ 

助
成
対
象
者
：
志
布
志
市
に
住
所

を
有
す
る
す
べ
て
の
市
民

◆ 

接
種
場
所
：
市
内
医
療
機
関
及
び

志
布
志
市
と
契
約
し
て
あ
る
市
外

の
医
療
機
関

※ 

他
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る

場
合
の
接
種
間
隔

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

前
に
受
け
た
予
防
接
種
の
有
無
、
種

類
を
確
認
し
、
最
近
受
け
た
予
防
接

種
が
生
ワ
ク
チ
ン
で
あ
っ
た
場
合
に

は
４
週
間
以
上
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

又
は
ト
キ
ソ
イ
ド
の
場
合
に
は
１
週

間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
る
。

◆ 

接
種
を
受
け
る
際
に
必
要
な
も

の
：
住
所
と
年
齢
を
確
認
で
き
る

も
の
（
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証

等
）、健
康
手
帳
、母
子
手
帳（
持
っ

て
い
る
方
の
み
）

※ 

ご
本
人
が
接
種
を
希
望
す
る
場
合

に
の
み
、
予
防
接
種
を
行
い
ま
す

（
接
種
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課  

保
健
対
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
１
６
４
）

対象者 接種
回数 ２回目接種の間隔

生後６カ月以上３歳未満 ２回 およそ２〜４週

３歳以上 13 歳未満 ２回 およそ１〜４週

13 歳以上 １回 ー

◆接種回数及び接種方法：

◆接種費用：

対象者 市負担額 自己負担額

生後６カ月以上
65 歳未満

1,500 円 接種料の差額

65 歳以上及び厚生労
働省令に定める者 2,000 円 接種料の差額

※ 市内の契約医療機関で接種する場合、65 歳以上の方は自己
負担が 500 円、それ以外の方は 1,000 円になります。
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志
布
志
市
教
育
委
員
会
の外

部
評
価
を
公
表
し
ま
す

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の

規定に基づき、志布志市教育委員会では５名の学識経

験者で構成する外部評価委員会を７月９日に開催し、

平成 24 年度の教育委員会の主な事務事業について、点

検及び評価を行い、報告書を議会に提出しましたので、

その概要をお知らせします。

　教育委員会では、この点検・評価をもとに、これま

で以上に効果的な教育行政の推進に努めてまいります。 外部評価委員による
埋蔵文化財センターの視察

教
育
委
員
会
委
員
の

活
動
状
況

◆
目
的

　

毎
月
の
定
例
会
、
教
育
委
員

研
修
会
、
学
校
訪
問
、
学
校
経

営
報
告
会
、
入
学
式
、
卒
業
式
、

そ
の
他
各
種
行
事
へ
の
出
席
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

教
育
委
員
会
制
度
の
形
骸
化

が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
政
権
が

変
わ
り
教
育
改
革
の
議
論
が
加

速
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
委
員

独
自
の
学
校
訪
問
や
声
か
け
運

動
、
交
通
安
全
立
哨
等
の
活
動

を
と
お
し
て
、
地
域
と
の
交
流

や
学
校
の
現
状
把
握
等
に
、
さ

ら
に
力
を
入
れ
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

本
市
教
育
委
員
に
は
、
引
き

続
き
地
域
と
の
交
流
や
学
校
の

現
状
把
握
等
に
力
を
注
い
で
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
教
育
の
原

点
は
家
庭
で
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
、
今
後
と
も
本
市
の
教

育
行
政
の
推
進
に
一
層
努
力
さ

れ
た
い
。

志
布
志
地
区
中
学
校
統
合

準
備
委
員
会
運
営
事
業

◆
目
的

　

学
校
再
編
基
本
計
画
及
び
第
１

次
実
施
計
画
の
円
滑
な
推
進
を
図

り
、
も
っ
て
学
校
教
育
の
推
進
及

び
教
育
環
境
の
向
上
に
資
す
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

７
つ
の
専
門
部
会
の
メ
ン
バ
ー

に
、
関
係
小
・
中
学
校
の
教
職
員
、

保
護
者
代
表
、
地
域
代
表
を
選
出

し
た
こ
と
に
よ
り
、
協
議
内
容
も

充
実
し
た
も
の
と
な
り
、
か
つ
、

円
滑
に
行
わ
れ
、
６
専
門
部
会
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
年
度
内
に

協
議
が
終
了
し
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

学
校
再
編
基
本
計
画
（
第
１
次

実
施
計
画
）
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
、

本
市
の
教
育
環
境
が
充
実
し
た
も

の
に
な
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
田
之
浦
中
、
出
水
中
の

生
徒
は
人
数
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、

同
じ
志
布
志
の
中
学
生
と
い
う
こ

と
で
、
温
か
く
迎
え
て
も
ら
い
た

い
。

教
職
員
住
宅

維
持
管
理
事
業

◆
目
的

　

教
職
員
の
住
環
境
の
整
備

を
行
う
こ
と
で
、
教
職
員
が

安
全
・
安
心
し
て
教
育
活
動

に
専
念
で
き
る
環
境
を
作
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

平
成
24
年
度
は
、
有
明
小

学
校
校
長
住
宅
の
建
替
え
が

完
了
し
た
。
ま
た
平
成
25
年

度
は
、
原
田
小
学
校
校
長
住

宅
の
建
替
え
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
は
、
住
宅
建
設
計

画
に
基
づ
き
、
確
実
に
事
業

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

学
校
経
営
の
責
任
者
で
あ

る
学
校
管
理
職
（
校
長
・
教

頭
）
は
、
地
域
に
お
い
て
と

て
も
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
住
環
境
整
備

が
年
次
的
に
速
や
か
に
改
善

さ
れ
、
教
育
活
動
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
。

学
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

児
童
生
徒
の
学
力
の
実
態
を
的

確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
学
力

向
上
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
、
確

か
な
学
力
の
向
上
・
定
着
を
図
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
で
国

及
び
県
の
学
力
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
学
力
調
査
の

結
果
を
受
け
て
学
力
向
上
推
進
協

議
会
を
開
催
し
、
結
果
の
分
析
並

び
に
今
後
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

各
種
学
力
調
査
に
お
い
て
、
学

校
間
に
格
差
が
あ
る
。
ま
た
、
同

一
校
内
に
お
い
て
も
学
年
間
ま
た

は
教
科
間
に
格
差
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

人
間
と
し
て
「
生
き
る
力
」
の

源
と
な
る
学
力
は
、
不
可
欠
な
要

件
で
あ
る
こ
と
か
ら
日
々
そ
の
向

上
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

学
校
間
格
差
、
同
一
校
で
の
学
年

間
格
差
が
あ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

そ
の
解
消
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

生
徒
指
導
推
進
事
業

◆
目
的

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
等
が
連
携
を
図
り
、

よ
り
よ
い
生
徒
指
導
態
勢
を

確
立
す
る
。
ま
た
、
い
じ
め

問
題
の
早
期
発
見
・
早
期
解

決
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

な
不
登
校
生
の
出
現
の
抑
止

に
取
り
組
む
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

長
期
休
業
に
お
け
る
共
通

指
導
項
目
等
を
確
認
し
、
組

織
的
に
指
導
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

関
係
機
関
等
と
連
携
を
図

る
こ
と
で
、
周
囲
と
の
協
力

体
制
が
で
き
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で

子
ど
も
は
傷
つ
い
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
総
合
評

価
で
い
じ
め
や
不
登
校
は
す

べ
て
の
児
童
生
徒
に
起
こ
り

う
る
問
題
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
と

思
う
。

体
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

児
童
生
徒
の
体
力
の
実
態
を

把
握
し
、
体
力
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、教
師
の
体
育（
保

健
体
育
）
の
授
業
に
お
け
る
指

導
力
向
上
を
図
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
全
小
・
中
学

校
で
実
施
し
、
分
析
を
も
と
に
、

一
校
一
運
動
の
見
直
し
等
、
体

力
向
上
計
画
の
見
直
し
が
図
ら

れ
た
。

　

中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
完

全
実
施
に
よ
り
、
中
学
校
武
道

（
剣
道
３
校
、
柔
道
４
校
）
が

全
て
の
中
学
校
に
お
い
て
滞
り

な
く
実
施
さ
れ
た
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
豊
富
に

あ
る
現
在
の
子
育
て
に
お
い
て

は
「
不
足
の
不
足
」
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
今
一
番
大
事
な
の

は
我
慢
す
る
心
を
育
て
る
こ
と

だ
と
思
う
。
知
・
徳
・
体
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の

育
成
は
、
公
教
育
の
根
幹
で
あ

る
こ
と
を
認
識
さ
れ
、
日
々
努

力
し
て
ほ
し
い
。

志
布
志
市
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

支
援
事
業

◆
目
的

　

志
布
志
市
内
に
在
住
す
る
中

学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま

で
で
構
成
さ
れ
た
会
員
が
、
地

域
子
ど
も
会
の
育
成
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
会
員
自
身
の
資

質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修

会
等
に
参
加
す
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

年
間
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

研
修
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

計
画
ど
お
り
実
施
で
き
た
が
、

事
業
ご
と
に
参
加
人
数
に
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
年
々

ク
ラ
ブ
員
と
し
て
入
会
す
る
生

徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

将
来
の
志
布
志
市
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
場
と
し
て
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
必
要
性
は
高
い

と
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お

り
だ
と
思
う
。
市
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
よ
く
見
か
け
る
の
で
、
存

続
し
て
ほ
し
い
存
在
だ
と
思
う
。

今
後
と
も
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
員
の
増
加
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
。

自
主
文
化
事
業

◆
目
的

　

コ
ン
サ
ー
ト
公
演
、
文
化

講
演
会
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公

演
、
落
語
寄
席
等
の
開
催
に

よ
り
地
域
の
文
化
振
興
や
文

化
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
地

域
の
活
性
化
と
市
民
生
活
に

潤
い
を
与
え
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

秋
季
に
事
業
が
連
続
し
た

た
め
、
公
演
に
よ
っ
て
は
集

客
率
が
伸
び
な
い
も
の
も

あ
っ
た
。
幅
広
い
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
事
業
選
考
と
無
理

の
な
い
日
程
設
定
に
努
め
た

い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

本
市
の
自
主
文
化
事
業
は

鹿
児
島
市
と
同
じ
く
ら
い
質

の
高
い
も
の
で
あ
る
と
の
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
市

民
が
等
し
く
期
待
し
て
い
る

事
業
な
の
で
、
今
後
と
も
著

名
な
芸
術
家
等
の
招
へ
い
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
文
化
の

ま
ち
志
布
志
を
一
層
推
進
し

て
も
ら
い
た
い
。

親
と
子
の
自
然
科
学

教
室
開
催
事
業

◆
目
的

　

夏
休
み
期
間
中
に
小
・
中

学
生
と
そ
の
親
を
対
象
に
、

親
子
で
自
然
に
触
れ
る
こ
と

で
、
地
域
の
自
然
科
学
的
分

野
の
啓
発
を
図
る
。

◆
反
省
及
び
評
価
点

　

平
成
24
年
度
実
施
に
当
た

り
、
植
物
採
集
教
室
の
参
加

者
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
。

夏
休
み
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の

平
日
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
都
合
が
つ
か
な

か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

た
め
、
平
成
25
年
度
は
日
曜

日
の
昼
実
施
を
検
討
し
て
い

る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

情
報
機
器
が
発
達
し
て
便

利
に
な
っ
た
半
面
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
や
地
域
で
の
ふ
れ

あ
い
が
希
薄
な
時
代
で
あ
り
、

自
然
愛
護
の
必
要
性
が
あ
る

現
代
こ
そ
、
こ
の
事
業
を
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
。



　

登
校
時
の
見
守
り
活
動
を
始
め
ら

れ
た
の
は
、
お
子
さ
ん
が
小
学
校
6

年
生
だ
っ
た
12
年
前
。
学
校
ま
で
の

約
２
Km
を
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
歩

き
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
歩
い
て
み
る
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の

目
線
で
は
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。
特
に
大
型
の
車
が

横
を
通
り
過
ぎ
る
と
き
は
危
険
を
感

じ
ま
し
た
。
風
圧
で
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
は
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

最
近
は
高
規
格
道
路
が
出
来
た
お
か

げ
で
車
の
通
り
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
朝
は
車
の
ス
ピ
ー

ド
も
上
が
り
が
ち
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
か
け
た
ら
速
度
を
落
と

す
な
ど
、
思
い
や
り
が
感
じ
ら
れ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
は
、
や
は
り
嬉

し
い
で
す
ね
」
と
話
す
井
上
さ
ん
。

　

一
時
は
自
分
の
子
ど
も
が
い
な
い

の
に
続
け
る
の
も
…
と
考
え
、
や
め

よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
交
わ
す
朝
の

あ
い
さ
つ
が
楽
し
み
で
、
今
ま
で
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歩
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
出
来
る
な

ら
、
一
石
二
鳥
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

交 通 事 故 状 況　平成 25 年８月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者

県　下 6078【-109】56【+13】7251【-235】

志布志市 112【0】 3【0】 128【-20】

志布志地区 74 2 84

有明地区 30 0 32

松山地区 8 1 12

※【　】は昨年比　

歩くことで危険箇所もすぐに見つけられます！

交 通 事 故 防 止 は 皆 さ ん が 主 役 で す

「
後
納
制
度
」
の
お
知
ら
せ

　

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
の
期
間
の
あ
る
方
は
、
お

申
込
み
に
よ
り
、
平
成
24
年
10
月
か
ら

平
成
27
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
が
過
去

２
年
か
ら
10
年
に

延
長
さ
れ
て
い
ま

す
（「
後
納
制
度
」

と
い
い
ま
す
）。

　

後
納
制
度
が
利

用
で
き
る
の
は
、

平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
で
す
の
で
、
後
納
制
度
を
利
用

す
る
方
は
、
早
め
の
お
申
込
み
が
大
切

で
す
。

◆
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

● 

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
さ
れ

ま
す
。

● 

年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

◆
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

① 
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、
10
年

以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
や
未
加
入

期
間
を
お
持
ち
の
方

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
①
の

期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め
忘

れ
の
期
間
を
お
持
ち
の
方

③ 

65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
受
給
資
格

が
な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※ 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み
す
る
際
の
注
意
事
項

● 

過
去
３
年
度
以
前
の
後
納
保
険
料
に

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が

つ
き
ま
す
。

● 

後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、
最
も

古
い
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

全
額
免
除
や
一
部
免
除
（
一
部
納
付

済
）、
若
年
者
納
付
猶
予
及
び
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

「
追
納
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
未

納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も
後
納
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
後
納

す
る
保
険
料
は
、
一
般
の
未
納
期
間

と
同
じ
１
か
月
分
の
保
険
料
が
必
要

で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

松
山
支
所      

４
８
７
ー
２
１
１
１

  

（
内
線
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

◆ 

高
齢
者
の
相
談
は
、
１
年
間
に
全

国
で
10
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
へ

● 

必
要
が
な
け
れ
ば
「
要
ら
な
い
」

「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ

り
断
り
ま
し
ょ
う
。

● 

知
ら
な
い
相
手
か
ら
の
電
話
に
出

な
い
よ
う
に
留
守
番
電
話
機
能
な

ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

● 

業
者
の
説
明
だ
け
を
信
じ
ず
、
必

ず
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

◆
見
守
る
み
な
さ
ん
へ

● 

見
慣
れ
な
い
商
品
や
契
約
書
類
が

な
い
か
、
お
金
に
困
っ
て
い
な
い

か
な
ど
、
生
活
の
変
化
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

● 

本
人
の
話
を
じ
っ
く
り
聴
き
ま

し
ょ
う
。

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
国
民
生
活
」
８
月
号
よ
り

※ 

「
お
か
し
い
」、「
こ
ま
っ
た
」
と

思
っ
た
ら
、
志
布
志
市
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
：

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.31

2013.10 ■市報しぶし　2829　市報しぶし■ 2013.10

消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係	

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１	

（
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係	

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１	

（
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係	

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１	（
３
５
４
）

　

市
で
は
、
市
民
が
輝
く
「
共
生
・
協

働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
市
民
団
体
、
自
治
会
等
が
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
、
自
主
的
・
継
続
的

に
取
り
組
む
公
益
的
な
事
業
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
８
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
１
回
志
布
志
市
長
杯
囲
碁
大
会
」

の
様
子
を
報
告
し
ま
す（「
共
生
・
協
働
・

自
立
の
社
会
づ
く
り
担
い
手
育
成
事
業

（
新
規
事
業
部
門
）」
へ
申
請
）。

　

こ
の
大
会
の
目
的
は
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
、
囲
碁
を
通
じ
て
心
と
身
体

の
健
康
増
進
や
思
考
力
、
集
中
力
、
忍

耐
力
な
ど
総
合
的
な
作
業
力
を
向
上

さ
せ
、
年
代

を
越
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場

を
作
り
、
大

会
を
一
つ
の

き
っ
か
け
と

し
て
囲
碁
の

振
興
を
図
る

と
共
に
、
多

く
の
方
に
福
祉
や
教
育
の
面
で
の
効
果

を
享
受
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

大
会
は
、
名
人
か
ら
入
門
ま
で
棋

力
に
応
じ
て

分
け
ら
れ
た

ク
ラ
ス
に
約

１
０
０
人
ほ

ど
の
参
加
が

あ
り
、
お
年

寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
年

齢
に
関
係
な

く
、
真
剣
に

対
局
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
く

碁
を
打
て
な
い
方
向
け
に
無
料
体
験
教

室
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
市
内
だ
け
で

な
く
市
外
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
市
民
グ
ル
ー

プ
の
事
業
を
は
じ
め
、
広
く
事
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
相
談
で
結
構

で
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※ 

今
年
度
の
「
市
民
提
案
型
共
生
・
協

働
・
自
立
モ
デ
ル
事
業
（
限
度
額

50
万
円
）」
の
募
集
締
め
切
り
は
10

月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
５
２
・
２
５
７
）

井
上　

豊
さ
ん
（
松
山
町
）

子
ど
も
た
ち
と
歩
き
始
め
て
12
年
。

成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
と
交
わ

す
挨
拶
が
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く

り
の
原
点
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
高
齢
者
を
だ
ま
そ
う
と
し
て
い
ま
す

共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会
づ
く
り
担
い
手
育
成
事
業
が
開
催
！

契約当事者が 70 歳以上の相談件数

115,521 122,430
138,709

148,696
160,886

→
H24H23H22H21H20



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

Ｑ． ��料理の世界をお仕事に選ばれたきっかけを教えてください。
Ａ． 父親が調理師で、影響を受けたというのが一番の理由です。
Ｑ． お仕事はどうですか？
Ａ． �仕事はとても楽しいです。私は東京の出身で、２年前に父
の仕事の関係から、こちらの『上海』さんを紹介されて働き
始めたのですが、すぐに溶け込むことができました。

Ｑ． 休日は何をして過ごしていますか？
Ａ． 都城や鹿屋へ買い物に行くことが多いです。あと、釣りが
　趣味なので、海が近いのが嬉しいですね。地元では海まで車
　で２時間ほど掛かっていましたので…。
Ｑ． 志布志市がどんなまちになっていってほしいですか？
Ａ． 自分の地元と似た感じのまちなので住みやすいと思います。
　ただ若者が遊べるところが少ない気がします。もっと娯楽施
　設が増えるといいですね！

酉太 さん　(20 歳） 【志布志町】
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（No.094/2013-10）

　 今 月 の 読 者 プ レ ゼ ン ト
は、お便りをくださった方
の中から抽選で、ひまわり
券 5 枚 と、 全国茶サミット
鹿児島大会 in 志布志市実行
委員会から「志布志市産のお
茶」を５人の方にプレゼント
します。

　

今
月
は
有
明
町
に
お
住
ま

い
の
忠
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

現
在
も
お
住
ま
い
の
伊
﨑

田
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
忠

さ
ん
は
、
戦
時
中
、
船
舶
兵

と
し
て
戦
地
に
赴
い
た
後
、

有
明
中
学
校
な
ど
で
教
師
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
お
茶
生
産
な
ど

の
農
業
に
従
事
さ
れ
、
96
歳

と
な
っ
た
現
在
で
も
ご
自
分

で
畑
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
今
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
作
業
を
す
る
の

は
朝
の
早
い
う
ち
か
ら
10
時

頃
ま
で
。
あ
と
は
テ
レ
ビ
を

観
た
り
、
新
聞
を
読
ん
だ
り

し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
よ
」

と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
忠
さ

ん
。
元
気
で
長
生
き
の
秘
訣

は
畑
仕
事
な
ど
で
身
体
を
動

か
す
こ
と
と
、
好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、
忠
さ
ん
の
趣
味
は

水
墨
画
を
描
く
こ
と
だ
そ
う

で
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作

品
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。「
退

職
後
に
水
墨
画
を
描
き
始
め

て
20
年
以
上
が
経
ち
ま
す
が

ま
だ
ま
だ
難
し
い
。
そ
れ
で

も
集
中
し
て
絵
を
描
く
の
は

楽
し
い
で
す
よ
」

　

15
年
ほ
ど
前
に
最
愛
の
奥

様
を
亡
く
さ
れ
て
か
ら
家
事

全
般
を
こ
な
し
て
こ
ら
れ
た

忠
さ
ん
。
現
在
は
週
１
回
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
者
の

方
と
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し

み
だ
そ
う
で
す
。

　

車
の
運
転
も
現
役
の
忠
さ

ん
。
交
通
安
全
に
は
十
分
に

気
を
付
け
て
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
！

　忠 さん (96 歳）
（有明町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！

全国お茶サミット鹿児島大会 in 志布志市
テーマ　「お茶と健康、そして実践 ～茶産地からの挑戦～」

◆開催日時・会場
●首長会議：平成 25 年 10 月 30 日（水）　
　志布志市農村環境改善センター
●記念大会：平成 25 年 10 月 31 日（木）　午前９時～　
　志布志市文化会館

緑茶を飲んで、

みんなで元気に！

★今月の読者プレゼントは『志布志市産のお茶』！

　お便りお待ちしています！

読者プレゼント

来
く る み

未 ちゃん（７歳）

琉
る る

音 ちゃん（５歳）

（松山町）

◆�ご家族からのメッセージ！

　お出かけの機会も増え、外でも

たくさんの笑顔が見られるように

なってきた みさき。

　これからも元気いっぱい、たく

さん遊んで大きくなろうね！

みさき ちゃん（10 か月）

（志布志町）

◆�ご家族からのメッセージ！

　運動が大好きな来未。

　おしゃれが大好きな琉音。

　２人の笑顔がみんなの活力です。

　“ ありがとう ”

凛
りん

 ちゃん（４歳）

　　　煌
こう

 ちゃん（９か月）

（有明町）

◆�ご家族からのメッセージ！

　活発な凛と、おっとりな煌。生ま

れた時期も性格も、真逆な２人だけ

ど、いつも一緒にひっついてるね★

　これからも２人仲良く、成長して

いってください。パパとママは、ず

～っと応援してます！



★アンケート★【10 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

９
月
号
の
特
集
に
関
し
て
、
多
く
の

お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

毎
月
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
ま
す
。
今
月
号
に
は
「
に
こ
に
こ
は

う
す
」
の
こ
と
が
載
っ
て
い
て
、
と
て

も
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
こ

と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
の
記
事
を

一
人
で
も
多
く
の
人
が
読
み
、
理
解
し

て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
私
も
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
母

と
し
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
部
分
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（

あ
ん
と
に
お　

29
歳
女
）

　

▼

　

特
集
の
「
に
こ
に
こ
は
う
す
」
が
設

立
さ
れ
た
当
時
、
私
も
娘
と
通
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
近
く
に
療
養
施

設
が
な
く
、
鹿
屋
市
ま
で
通
っ
て
、
療

育
と
リ
ハ
ビ
リ
に
週
４
日
を
費
や
し
、

遠
い
道
の
り
に
ク
タ
ク
タ
の
日
々
で
し

た
。「
に
こ
に
こ
は
う
す
」
の
設
立
は
、

私
に
時
間
の
余
裕
と
心
の
支
え
を
く
れ

ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
療
育

に
関
心
を
持
ち
、
障
が
い
を
理
解
し
て
、

共
に
笑
顔
で
生
き
て
い
け
る
社
会
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
マ
タ
ヨ
シ
く
ん　

49
歳
女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

他
に
も
多
く
の
特
集
に
関
す
る
感
想

や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
人
の
目
に
触
れ
、
心
に
触
れ
る
こ
と

で
、
社
会
で
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解

が
進
ん
で
欲
し
い
と
い
う
、
障
が
い
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
ご
希
望
に
添
え
た
記
事

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
読
者
の
皆
様
に
興
味
を
持
っ
て

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
市
報
づ
く

り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

志
布
志
の
こ
と
、も
っ
と
知
り
た
い
！

　

１
人
目
の
子
育
て
真
っ
最
中
の
私
。

　

志
布
志
で
の
生
活
も
２
年
目
に
入
り

ま
す
が
、
市
報
で
少
し
ず
つ
、
志
布
志

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
子
育
て
関
係
の
記
事
に
は
釘
付
け
！

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
子
育
て
の
息
抜
き

ス
ポ
ッ
ト
（
ご
飯
処
や
公
園
、
散
歩
道
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
の
掲
載
を
、
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。（

か
ー
た
ん　

26
歳
女
）

　

▼

　

今
年
志
布
志
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
1
歳
に
な
る
息
子
と
一
緒
に
、
い

ろ
い
ろ
な
公
園
を
散
策
す
る
毎
日
で
す
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
く
遊
べ
る
、

遊
具
の
あ
る
公
園
や
、
子
連
れ
で
も
入

り
や
す
い
飲
食
店
な
ど
、
も
っ
と
志
布

志
を
楽
し
め
る
よ
う
な
情
報
を
、
市
報

で
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
！　
　
　
　
（
ゆ
い
と
ん　

25
歳
女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

志
布
志
の
美
味
し
い
お
食
事
ど
こ
ろ

を
紹
介
し
て
欲
し
い
！
と
い
う
お
便
り
、

実
は
多
く
寄
せ
ら
れ
る
読
者
の
声
の
一

つ
で
す
。
現
在
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
広
告

の
枠
で
、
市
内
で
営
業
さ
れ
て
い
る

様
々
な
企
業
・
小
売
店
な
ど
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
他
に

も
さ
ら
に
市
報
と
し
て
出
来
る
こ
と
は

な
い
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
！

思
い
出
多
き
一
年
に
！

　　

今
年
も
残
り
3
か
月
。
9
月
号
の
表

紙
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
孫
た
ち
も
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
市
内
で
も
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
孫
と
一
緒
に
多

く
の
思
い
出
が
つ
く
れ
そ
う
で
す
。
運

動
会
も
楽
し
み
で
す
！

（
ふ
～
ち
ゃ
ん　

61
歳
女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
季
節
。
市

内
で
も
い
く
つ
か
の
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン

ト
が
控
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
出
掛
け
て
行
っ
て
、
存
分
に
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
！

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り、お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください（一部修正して掲載
する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その
月のプレゼントの応募対象になりま
す。それ以降の分は次月の応募対象
となりますので、ご了承ください。

　いただいた「お便り」は「市民の
こえ」コーナーに掲載いたします（お
便りが多数の場合には担当にて選考
のうえ掲載します）。個別の回答は
いたしませんので、ご了承ください。
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※ 読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを

行っています。多くのお便りをお待ちしています。

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心

◆平成25年７月分の医療費の状況です。
医療費総額 ３１３，５４５，０５０ 円

７月末 国保加入者数 １０，４９４ 人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ２９，８７９ 円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２５，４１０ 円

個人負担額 ４，４６８ 円

この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関
等で診療したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約 85.0％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 25 年 8 月 31 日現在

人口：33,527 人
男性：15,863 人
女性：17,664 人

転入：68 人　　転出：85 人
出生：25 人　　死亡：31 人

世帯数：15,844 戸

（▲ 23 人）
（▲ 2 人）

（▲ 21 人）

（▲ 4 世帯）

志布志港 平成 25 年 8 月分
※資料：鹿児島税関支署

①入港隻数：60 隻（日本０、外国 60）
②輸出：12 億 93 百万円
③輸入：135 億 67 百万円

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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集
落
・
地
域
が
抱
え
る
人
と

農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、

● 

今
後
の
中
心
と
な
る
経
営
体

（
個
人
、
法
人
、
集
落
営
農
）

は
ど
こ
か

● 

中
心
と
な
る
経
営
体
へ
ど
う

や
っ
て
農
地
を
集
め
る
か

● 

中
心
と
な
る
経
営
体
と
、
そ

れ
以
外
の
農
業
者
を
含
め
た

地
域
農
業
の
あ
り
方

な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
国
の
農
業
政
策
の
大
き
な

柱
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
参

加
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

　

農
業
を
始
め
た
い
方
に
対
し

て
、
給
付
金
を
給
付
す
る
支
援

が
あ
り
ま
す
。

●
農
地
集
積
へ
の
支
援

　

農
地
を
出
す
方
へ
農
地
集
積

協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
農
地
を
出
す
方
は
、
販
売
農

　

家
で
あ
る
こ
と
が
条
件

●
金
融
支
援

　

経
営
規
模
の
拡
大
等
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
方
へ
資
金
調
達

を
支
援
し
ま
す
。【
認
定
農
業

者
に
対
す
る
「
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
」の
当
初
５
年
間
無
利
子
化
】

●
農
業
用
機
械
等
の
導
入
支
援

　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

へ
の
農
業
用
機
械
等
の
導
入
を

支
援
し
ま
す
（
融
資
を
活
用
し

て
農
業
用
機
械
等
を
導
入
す
る

際
、
融
資
残
に
つ
い
て
補
助
金

を
交
付
）。

※ 

継
続
的
な
話
し
合
い
活
動
を

行
う
こ
と
が
条
件

　

こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
に
は
条

件
等
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
農
政
課
農
政
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
５
つ
の

プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
有
明
地
域
」、「
志
布
志
地
域
」、

「
松
山
地
域
」、
有
明
町
の
「
野

井
倉
下
段
地
域
」、
志
布
志
町

の
「
上
門
地
域
」
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
５
つ
の
プ
ラ
ン

全
体
で
認
定
農
業
者
を
中
心
に

１
５
３
の
中
心
と
な
る
経
営
体

（
個
人
、
法
人
を
含
む
）
が
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
平
成

25
年
９
月
現
在
）。

　
「
野
井
倉
下
段
地
区
」
で
は
、

農
地
の
基
盤
整
備
を
実
施
し
た

こ
と
も
あ
り
、
昨
年
度
プ
ラ
ン

作
成
に
向
け
て
話
し
合
い
を
開

始
し
ま
し
た
。
市
も
話
し
合
い

に
参
加
し
、
農
地
の
出
し
手
、

受
け
手
を
含
め
た
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
地
区

内
で
継
続
的
に
話
し
合
い
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
６
月
に
は
農

地
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
お
り
、
先
日
は
、

こ
の
結
果
を
元
に
農
地
集
積
化

な
ど
に
向
け
て
の
取
り
組
み
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
野
井
倉
下
段
地
区

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、

話
し
合
い
活
動
の
で
き
る
地
域

を
市
内
各
地
へ
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン

作
成
に
伴
う
話
し
合
い
活
動
を

希
望
さ
れ
る
地
域
の
方
は
ご
連

絡
を
く
だ
さ
い
。
市
と
し
て
、

話
し
合
い
活
動
が
円
滑
に
進
ん

で
い
く
よ
う
に
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

農
政
課　

農
政
係

　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
２
７
）
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福祉課からのおしらせです農政課からのおしらせです

◆ 
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
と
は

　　

重
度
心
身
障
害
者
の
健
康
の

保
持
増
進
を
図
り
、
も
っ
て
重

度
心
身
障
害
者
の
福
祉
の
向
上

に
資
す
る
た
め
、
重
度
心
身
障

害
者
が
保
険
診
療
に
よ
る
医
療

を
受
け
た
医

療
費
の
自
己

負
担
分
を
助

成
す
る
制
度

で
す
。

◆
助
成
対
象
者

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で

（
本
市
か
ら
他
の
市
町
村
に
設

置
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
施
設

等
に
入
所
し
て
い
る
重
度
心
身

障
害
者
を
含
む
）
障
害
程
度
が

次
に
該
当
す
る
方

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

で
、
１
級
・
２
級
と
判
定
さ

れ
た
者

② 

療
育
手
帳
の
所
持
者
で
、
Ａ

１
・
Ａ
２
又
は
、
知
能
指
数

35
以
下
と
判
定
さ
れ
た
者

③ 

身
体
障
害
者
の
所
持
者
で
、

３
級
と
判
定
さ
れ
た
者
で
、

か
つ
療
育
手
帳
の
所
持
者
で
、

知
能
指
数
が
50
以
下
と
判
定

さ
れ
た
者

◆
申
請
方
法

　　

助
成
を
受
け
る
に
は
事
前
に

登
録
申
請
を
し
、「
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
金
受
給
者

証
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

支
給
申
請
は
、
支
給
申
請
書

に
氏
名
、
住
所
等
必
要
事
項
を

記
入
し
、
医
療
機
関
の
証
明
を

も
ら
う
か
、
領
収
書
を
添
付
し

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
申
請
書
は
一
月
を
単
位
に

医
療
機
関
ご
と
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
領
収
書
は

氏
名
、
診
療
月
、
点
数
、
金
額

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
領
収
印

の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

※ 

申
請
期
間
は
、
診
療
を
受
け

た
翌
月
か
ら
６
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

資
格
取
得
月
よ
り
前
の
診
療

分
に
つ
い
て
は
、
助
成
で
き

ま
せ
ん
。

◆
注
意
事
項

● 

受
給
者
証
の
内
容
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
福

祉
課
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

● 

高
額
療
養
費
制
度
に
該
当
す

る
分
は
、
高
額
療
養
費
の
差

し
引
き
後
に
支
払
い
ま
す
。

● 

処
方
箋
に
よ
り
調
剤
薬
局
で

支
払
い
を
し
た
薬
代
に
つ
い

て
も
、
助
成
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

● 

保
険
の
き
か
な
い
費
用
（
お

む
つ
代
、
入
院
時
の
食
事
代

等
）
は
対
象
外
で
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
と

な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難

聴
児
に
対
し
て
、
補
聴
器
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

　　

18
歳
未
満
で
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と

① 

志
布
志
市
内
に
住
所
が
あ
る

こ
と

② 
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
、
30

デ
シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル

未
満

③ 

補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言

語
の
習
得
等
に
一
定
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
、
法
に
規

定
す
る
耳
鼻
咽
喉
科
の
指
定

医
師
か
ら
判
断
さ
れ
て
い
る

こ
と

◆
助
成
額　

　

基
準
価
格
又
は
補
聴
器
の
購

入
に
要
し
た
費
用
の
い
ず
れ
か

低
い
方
の
３
分
の
２
（
自
己
負

担
３
分
の
１
）

　

市
で
は
、
自
動
車
が
な
く
日

用
品
の
購
入
、
通
院
等
に
不
便

な
高
齢
者
等
の
交
通
手
段
を
確

保
し
、
移
動
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
福
祉
タ

ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

◆
運
行
日　

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
た
だ
し

土
・
日
・
祝
祭
日
と
、
12
月
30

日
～
１
月
２
日
は
運
休
で
す
）

◆
利
用
で
き
る
方

①
70
歳
以
上
の
方

② 

身
体
の
障
害
等
に
よ
り
自
動

車
の
運
転
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
方
な
ど

◆
利
用
の
仕
方

　
● 

志
布
志
市
へ
の
登
録
（
お
電

話
で
も
可
能
で
す
）

※ 

旧
町
ご
と
の
登
録
と
な
り
ま

す
の
で
各
支
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　

　

●
登
録
証
交
付

　
● 

直
接
タ
ク
シ
ー
会
社
へ
電
話

予
約

◆
利
用
の
範
囲

　　

そ
れ
ぞ
れ
旧
町
単
位
で
の
運

行
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
松
山
地
域
と
有
明

地
域
は
11
月
か
ら
週
１
便
、
志

布
志
方
面
へ
試
行
的
に
運
行
し

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
１
７
２
）

●
松
山
支
所  

市
民
課  

福
祉
係

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
７
１
）

●
志
布
志
支
所 

福
祉
課 

福
祉
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
２
０
３
）

　

重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
に
つ
い
て

「人・農地プラン」は「未来の設計図」です。

具
体
的
に
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
？

　全国的に農業・農村は、高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などの「人と農地の問題」があり、５年後、

10 年後の展望が描けない地域が増えています。このような、農業が厳しい状況に直面している中で、持続可

能な力強い農業を実現するためには、基本となる人と農地の問題を一体的に解決していく必要があります。

　このため、それぞれの集落・地域において徹底的な話し合いを行い、集落・地域が抱える人と農地の問題

を解決するための「未来の設計図」が「人・農地プラン」です。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト

志
布
志
市
の
現
状

野
井
倉
下
段
地
区
の

取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
助
成
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た

  

福
祉
タ
ク
シ
ー
を

  

御
存
じ
で
す
か
？

←←
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保健課からのおしらせです企画政策課からのおしらせです

耕地林務水産課からのおしらせです港湾商工課からのおしらせです

　

市
で
は
地
域
の
経
済
対
策
と
し

て
、
市
内
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
登
録
工
事
店
を
利
用
し
て
自
宅

の
修
繕
や
改
築
、
増
築
な
ど
の
工
事

を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部

に
つ
い
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
、
ご
自
身
が
居
住
し

て
い
る
持
ち
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
対

象
と
し
て
、
工
事
費
が
20
万
円
以
上

を
要
す
る
場
合
に
、
工
事
費
の
15
％

を
補
助
し
ま
す
（
た
だ
し
、
15
万
円

を
上
限
と
し
ま
す
）。

　

な
お
、
対
象
に
な
ら
な
い
工
事
を

は
じ
め
と
す
る
注
意
点
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
申
請
を
お
考
え
の
際
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
の
対
象
と
な
る
工
事
の
例

　

助
成
対
象
工
事
と
し
て
、
屋
根
の

葺
き
替
え
・
塗
装
、
外
壁
の
補
修
、

内
装
、
水
回
り
の
改
良
、
ふ
す
ま
・

障
子
等
の
建
具
・
サ
ッ
シ
・
畳
の
取

り
換
え
や
表
替
え
、
耐
震
補
強
、
住

宅
部
分
の
増
築
等
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

●
企
画
政
策
課　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

●
志
布
志
支
所 

地
域
振
興
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

●
松
山
支
所 

地
域
振
興
課　

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
）

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
改
修
、
改
築
等
）
の

　

助
成
に
つ
い
て

◆リフォーム施工例

→

施 工 前

施 工 後

　メディポリス指宿で行われる
粒子線治療は、放射線の一種で
ある陽子線を用いた治療法で、
先進医療に位置づけられていま
す。治療費は約 300 万円と高
額であり、健康保険の適用がな
いため全額が患者の方の自己負
担になります。
　そこで県では、県民の方々が
粒子線治療を受けやすい環境を
整備するため、この施設で粒子
線治療を受ける患者ご本人やそ
のご家族等が治療費を金融機関
から借り受けた場合に、その利
子の一部を助成する事業を始め
ました。
　対象となる方や申請の仕方な
ど、詳しくは左記までお問い合
わせください。

メディポリス指宿では「粒子線

がん治療」が行われています！

■問い合わせ先：鹿児島県 保健福祉部 地域医療整備課 地域医療係　℡：099-286-2693

　

イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
か
ん
し
ょ
等
の

農
作
物
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市

猟
友
会
に
よ
り
駆
除
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
被
害
は
減
少
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
ご
自
身

の
圃
場
を
守
る
方
法
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

◆
電
気
柵
の
設
置

　

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
圃
場

へ
の
電
気
柵
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
せ
っ
か
く
設
置
し
て
も
、

左
の
写
真
の
よ
う
に
、
下
草
が
電
線
に

触
れ
る
と
漏
電
を
し
て
し
ま
い
、
十
分

な
機
能
を
果
た
さ
ず
に
侵
入
を
許
し
て

し
ま
い
ま
す
。
設
置
す
る
場
合
は
、
圃

場
周
り
の
除
草
作
業
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
電
気
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

購
入
費
の
３
分
の
１
で
、
３
万
円
を
限

度
に
補
助
が
あ
り
ま
す
（
予
算
の
範
囲

内
）。
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
作
物
の
残
さ
を
残
さ
な
い

　

左
の
写
真
の
よ
う
に
収
穫
後
の
作
物

の
残
り
を
す
き
込
む
な
ど
し
て
圃
場
に

残
し
て
お
く
と
、
イ
ノ
シ
シ
等
が
そ
れ

ら
を
食
べ
、
こ
の
場
所
に
は
食
料
が
あ

る
こ
と
を
学
び
、
次
作
時
に
出
没
し
食

害
を
起
こ
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
手
間
が
か
か

り
、
大
変
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
収
穫

量
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
耕
地
林
務
水
産
課　

林
務
水
産
係　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

●
農
政
課　

生
産
流
通
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
３
３
）

 

イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に

　

国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
半
島
振
興

法
に
よ
る
固
定
資
産
税
減
免
制
度
が
要

件
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
得
価
額
の
下
限
値
が
資
本
金
規
模

に
応
じ
て
引
き
下
げ
ら
れ
、
対
象
事
業

者
の
範
囲
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
取
得
し

た
設
備
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
取
得
価
額
が
２
７
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、
過
疎
法
に
よ
る
減

免
制
度
も
受
け
ら
れ
、
資
本
金
規
模
に

関
係
な
く
３
年
間
の
課
税
免
除
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

志
布
志
市
は
半
島
振
興
対
策
実
施
地

域
、
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

市
内
全
域
が
対
象
範
囲
に
な
り
ま
す
。

 

製
造
業
等
の
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税
減
免
制
度

対象業種 製造業又は旅館業

取得価額

資本金額 取得価額

1,000 万円以下 500 万円以上

1,000 万円超〜
5,000 万円以下 1,000 万円以上

5,000 万円超 2,000 万円以上

特別措置の種類 不均一課税（３年間）

◆
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
の

　

対
象
要
件

※ 

法
人
格
を
有
し
な
い
個
人
事
業
所

は
事
業
所
規
模
に
関
係
な
く
、
取

得
価
額
５
０
０
万
円
以
上
が
対
象
。

※
参
考
：
固
定
資
産
税
の
不
均
一

　

課
税
の
税
率

年度 税率
（％）

減免
割合

初年度 0.14 90％

第２年度 0.35 75％

第３年度 0.70 50％

※
通
常
の
税
率
は
１
・
４
％

※ 

制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※ 

 11
月
号
で
は
、
工
場
の
緑
地
面

積
率
等
の
緩
和
（
工
場
立
地
法

地
域
準
則
条
例
の
制
定
）
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

港
湾
商
工
課 

企
業
立
地
推
進
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
２
・
２
８
７
）
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入
校
生
募
集

① 

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
専
門
校

で
は
平
成
26
年
度
の
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

◆ 

訓
練
科
名
：

●
自
動
車
工
学
科
（
2
年
間
）

●
機
械
整
備
科
（
1
年
間
）

●
金
属
加
工
科
（
2
年
間
）

◆ 

応
募
資
格
：
高
等
学
校
卒
業（
見

込
者
を
含
む
）
も
し
く
は
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者

◆ 

願
書
受
付
期
間
：
10
月
1
日

（
火
）
～
10
月
18
日
（
金
）

◆
選
考
方
法
：
筆
記
試
験
、
面
接

◆ 

選
考
日
：
11
月
５
日
（
火
）

※ 

提
出
書
類
や
願
書
の
提
出
方
法

等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
専
門
校

℡
：
０
９
９
‐
２
９
６
‐
２
０
５
０

② 

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
で
は
、
木
工
・
建
築
大

工
の
技
術
技
能
の
習
得
を
目
的

と
し
た
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆ 
訓
練
科
目
：
室
内
造
形
科
・
建

築
工
学
科

◆ 

応
募
資
格
：
高
等
学
校
卒
業
程

度
（
平
成
26
年
卒
業
見
込
み
の

者
を
含
む
）

◆
選
考
方
法
：
筆
記
試
験
、
面
接

※ 

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、当
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
立

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
：
０
９
９
６
‐
５
３
‐
０
２
０
７

山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、

山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
山
川
港
か
ら
根

占
港
へ
車
で
乗
船
す
る
場
合
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
便
：

　

９
月
1
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で

の
土
・
日
・
祝
日
に
、
山
川
港
か

ら
根
占
港
へ
入
港
す
る
全
便

◆
助
成
の
適
用
車
種
：

　

軽
自
動
車
、
普
通
車
（
６
m
未

満
）、
１
２
５
㏄
以
上
の
バ
イ
ク

◆
助
成
額
：

●
軽
自
動
車
・
普
通
車
：
５
０
０
円

●
バ
イ
ク
：
３
０
０
円

◆
助
成
方
法
：

　

乗
船
前
に
簡
単
な
申
請
書
を
記

入
し
て
い
た
だ
く
と
、
助
成
額
を

割
引
し
た
金
額
で
乗
船
で
き
ま
す
。

※ 
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
な
ん
き
ゅ
う

フ
ェ
リ
ー　

山
川
営
業
所

　

℡
：
０
９
９
３
‐
３
４
‐
０
０
１
２

「
九
州
矯
正
展
」　

開
催

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
矯
正
行
政
に
つ

い
て
地
域
社
会
の
方
々
に
御
理
解

と
御
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
開

催
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
10
月
26
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で

　

10
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
ま
で

◆ 

会
場
：
霧
島
市
国
分
運
動
公
園

内
国
分
体
育
館

◆ 

内
容
：
パ
ネ
ル
展
示
や
刑
務
作

業
体
験
、
刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売
の
ほ
か
、
舞
台
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※ 

入
場
・
駐
車
場
無
料
。
臨
時
駐

車
場
（
霧
島
市
役
所
等
）
か
ら

は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
児
島
刑
務
所　

庶
務
課

　

℡
：
０
９
９
５
‐
７
５
‐
２
０
２
５

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談　

　

宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る

こ
と
、
相
続
・
贈
与
に
関
す
る
こ

と
、
登
記
や
税
金
に
関
す
る
こ
と

な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
11
月
19
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

◆
会
場
：
鹿
屋
市
役
所

◆ 

相
談
員
：
弁
護
士
、
税
理
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士

■
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県　

　

土
木
部　

建
築
課　

管
理
係

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
７
０
７

募　

集

室
内
で
楽
し
め
る

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ガ
ー
デ
ン　

　

都
城
北
諸
県
圏
域
の
地
域
振
興

を
図
る
た
め
、
都
城
市
・
三
股

町
・
南
九
州
大
学
の
三
者
が
協
働

し
て
行
う
市
民
講
座
で
す
。
都
城

広
域
定
住
自
立
圏
の
圏
域
（
都
城

市
、三
股
町
、曽
於
市
、志
布
志
市
）

の
住
民
の
方
は
受
講
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
10
月
26
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
12
時
ま
で

◆ 

内
容
：
南
九
州
大
学　

環
境
園

芸
学
部　
　

  

林　

典
生 

講
師

　
『
室
内
で
楽
し
め
る
ミ
ニ
チ
ュ

　

ア
ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
』

◆ 

会
場
：
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
（
都
城
市
立
野
町
）

◆ 

対
象
者
：
都
城
市
、
三
股
町
、

曽
於
市
、
志
布
志
市
在
住
者

◆ 

定
員
：
30
名
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
い
た
し
ま
す
）

◆
費
用
：
５
０
０
円

※ 

実
習
用
具
等
は
大
学
側
で
準
備

い
た
し
ま
す
。

◆ 

申
込
方
法
：
申
し
込
み
は
、
は

が
き
に
て
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
10
月
20
日
（
日
）【
必
着
】

ま
で
に
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

都
城
・
三
股
広
域
行
政
推
進
協

議
会　

事
務
局　
　
　
　
　
　

℡
：
０
９
８
６
‐
２
３
‐
２
１
１
５

難
病
巡
回
医
療
相
談

　

県
で
は
、
巡
回
医
療
相
談
（
強

皮
症
、
皮
膚
筋
炎
及
び
多
発
性
筋

炎
）
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆ 

日
時
：
11
月
８
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

◆ 

場
所
：
お
お
す
み
健
康
ふ
れ
あ

い
館
（
弥
五
郎
伝
説
の
里
内
）

◆ 

対
象
者
：
強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎

及
び
多
発
性
筋
炎
の
患
者
・
家

族
、
関
係
者
（
鹿
屋
・
志
布
志

保
健
所
管
内
）

◆ 

内
容
：
講
話
、
患
者
交
流
会
及

び
個
別
相
談
な
ど

◆ 

申
込
み
締
切
：
11
月
１
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

●
志
布
志
保
健
所

　

℡
：
４
７
２
‐
１
０
２
１

● 

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
（
火
曜
・
祝
祭
日
・
年

末
年
始
を
除
く
。
午
前
９
時
～

午
後
４
時
ま
で
）

　

℡
：
０
９
９
‐
２
１
８
‐
３
１
３
３

「
志
布
志
国
家
石
油
備
蓄
基

地
」
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
！

　

当
基
地
で
は
見
学
申
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
石
油
備
蓄
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
、
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
当
社
の
担
当

者
が
同
行
し
て
、
ご
案
内
し
ま
す
。

◆ 

見
学
受
付
時
間
：
祝
祭
日
を
除

く
月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
12
時

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

※ 

他
の
利
用
状
況
等
に
よ
り
お
受

け
で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 

申
し
込
み
方
法
：
電
話
も
し
く

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
見
学
希
望
日

時
お
よ
び
人
数
、
基
地
ま
で
の

交
通
手
段
（
自
家
用
車
、
バ
ス

な
ど
）
を
見
学
の
前
日
ま
で
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

所
要
時
間
：
30
分
～
1
時
間
程

度
（
見
学
内
容
に
よ
り
、
異
な

り
ま
す
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：　

　

志
布
志
石
油
備
蓄
㈱

　

志
布
志
事
業
所　

総
務
課

　

℡
：
０
９
９
４
‐
６
３
‐
７
５
１
１

　

FAX 

：
０
９
９
４
‐
６
３
‐
７
５
１
０

　

http://w
w

w
.shibushi.co.jp/
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広
告

お
知
ら
せ

本庁１階 西側のレイアウトが変わりました

市役所本庁の市民環境課（市民係・年金係）と保健課（国

民健康保険係）の配置が下記のとおり変わりました。

本庁１階 西側レイアウト（変更前）

税 務 課

市民環境課

市民係・年金係

市民環境課

環境政策室

保健課

国民健康保険係

通　路 正面玄関へ →

（変更後）

税 務 課

市民環境課

市民係・年金係環境政策室

保健課

国民健康保険係

通　路 正面玄関へ →

↓
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告

広
告

た
め
に
必
要
な
、
保
険
給
付
を
行

う
も
の
で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業

し
た
場
合
及
び
労
働
者
に
つ
い
て

雇
用
の
継
続
が
困
難
と
な
る
事
由

が
生
じ
た
場
合
に
、
労
働
者
の
生

活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と

も
に
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め

必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
を
と
ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の

方
は
、
今
す
ぐ
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
で

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
事
務
組
合
へ

の
委
託
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
３
３
８
５

●
大
隅
公
共
職
業
安
定
所

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

秋
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

あ
な
た
が
「
主
役
」

　

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
、
若
々
し

く
、
元
気
で
毎
日
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。「
笑
い
」「
驚
き
」
の
あ
る

楽
し
い
１
日
を
！

◆
日
時
：
10
月
27
日
（
日
）

　

午
後
12
時
～
午
後
３
時
ま
で

◆ 

会
場
：
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア

ピ
ア 

２
階

※ 

入
場
無
料
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

健
康
さ
く
ら
会　

ま
ち
づ
く
り

同
好
会

　

℡
：
４
７
１
‐
１
０
６
１

　

℡
：
０
８
０
‐
３
９
９
８
‐
５
８
５
８

体
感
！
も
の
づ
く
り
道
案
内

　

建
築
・
造
園
・
家
具
な
ど
の
製

品
、
製
作
過
程
、
技
を
実
際
に
見

た
り
、
触
れ
た
り
し
て
、
技
能
の

素
晴
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
体
感
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
技

能
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

日
時
：
11
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

　

11
月
17
日
（
日
）

　

午
後
10
時
～
午
後
3
時
30
分

◆ 

会
場
：
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー

※ 

入
場
無
料
。
技
能
体
験
や
展
示

な
ど
様
々
な
催
し
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
技

能
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
６
‐
３
２
４
０

無
料
法
律
相
談
会

　

県
や
関
係
機
関
で
構
成
す
る
鹿

児
島
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会

で
は
、
国
の
「
多
重
債
務
者
相
談

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
３
」
に

あ
わ
せ
、
県
弁
護
士
会
と
県
司
法

書
士
会
の
協
力
の
も
と
、
借
金
や

債
務
整
理
に
関
す
る
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
弁
護
士
や
司
法
書
士

に
よ
る
法
律
相
談
の
ほ
か
、
県
の

保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み
に

関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
・
会
場
：

　

平
成
25
年
11
月
25
日
（
月
）

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

　

福
祉
プ
ラ
ザ
（
鹿
屋
市
）

◆ 

相
談
時
間
：

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

◆ 

相
談
方
法
：
面
談
相
談
の
み（
当

日
受
け
付
け
も
可
能
で
す
が
、

予
約
が
優
先
で
す
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

県
庁  

消
費
者
行
政
推
進
室

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
３
３

防
災
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

地
域
防
災
の
す
す
め
方
、
考
え
方

　

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
、
昨

年
の
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、
全
国

的
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
改

め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛

感
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
の

災
害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

本
講
演
会
の
内
容
は
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
、
土
砂
災
害
、
地
震
・
津
波

へ
の
向
き
合
い
方
、
持
続
で
き
る

防
災
活
動
に
つ
い
て
で
す
。

　

今
住
ん
で
い
る
地
域
で
ど
ん
な

災
害
が
起
こ
る
の
か
、
地
域
は
ど

ん
な
備
え
が
必
要
な
の
か
、
自
主

防
災
組
織
と
は
ど
ん
な
組
織
な
の

か
な
ど
、
様
々
な
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

【
講
師
】　

瀧た
き
も
と本 

浩こ
う
い
ち一
氏  

山
口
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

環
境
共
生
系
学
域　

准
教
授

◆
日
時
：
平
成
25
年
10
月
22
日（
火
）

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
場
所
：
志
布
志
市
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

総
務
課　

消
防
防
災
係

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
３
３

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
交
通
遺
児
等
へ
の

育
成
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
自
動
車
事
故
が
原
因

で
死
亡
し
た
方
、
ま
た
は
重
度
の

後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様

で
、
育
成
資
金
を
無
利
子
で
貸
し

付
け
る
制
度
で
す
。

　

一
時
金
15
万
５
千
円
、
月
額

２
万
円
、
入
学
支
度
金
（
小
・
中

学
校
入
学
時
）
４
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
て
返
済
期
間
も
長
く

（
20
年
以
内
）
安
心
し
て
借
り
ら

れ
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
重

度
の
後
遺
障
害
者
に
は
、
介
護
料

の
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
自
動
車
事
故

対
策
機
構　

交
通
事
故
被
害
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
０
０
７
３
８

親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　　

志
布
志
消
防
署
で
は
、
消
防
を

知
り
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
消
防
救
助
訓
練

や
消
防
車
両
の
見
学
、
放
水
体
験
、

は
し
ご
車
体
験
搭
乗
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
体
験
等
、
消
防
署
で
な
い
と

体
験
で
き
な
い
催
し
が
満
載
で
す
。

◆
開
催
日
時
：
11
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午（
雨
天
中
止
）

◆
開
催
場
所
：
志
布
志
消
防
署

◆
主
催
：
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
消
防
署

　

℡
：
４
７
２
‐
０
１
１
９

　

 

月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

　

適
正
な
土
地
利
用
に
よ
り
、
適

正
な
生
活
環
境
や
暮
ら
し
や
す
い

街
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制（
事
後
）

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
（
売

買
・
交
換
・
代
物
弁
済
な
ど
）：

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

つ
い
て
売
買
の
取
引
を
行
っ
た
場

合
に
届
出
が
必
要
で
す
。

●
都
市
計
画
区
域　

5
千
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
外
1
万
㎡
以
上

◆
届
出
方
法
：

　

契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以

内
に
、
土
地
の
所
在
す
る
役
所
の

国
土
利
用
計
画
法
担
当
窓
口
へ
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り

　
　

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

建
設
課　

用
地
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
４
６
８
）

漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す

　

漁
業
セ
ン
サ

ス
は
、
我
が
国

漁
業
の
生
産
構

造
及
び
就
業
構

造
並
び
に
漁
村
及
び
水
産
物

流
通
・
加
工
業
等
の
漁
業
を                                  

取
り
ま
く
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
水
産                                  

行
政
の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資

料
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的                                   

と
し
て
い
ま
す
。

  

10
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
漁
業

関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
に
漁
業
の
経
営
状
況

な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
基
準
日
：
11
月
1
日

◆
実
施
機
関
：

　
　

農
林
水
産
省

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

情
報
管
理
課  

地
域
情
報
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１　
（
３
２
３
）

魚
屋
さ
ん
の
料
理
教
室
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

　

コ
ツ
さ
え
つ
か
め
ば
、
ど
ん
な

魚
で
も
お
手
の
物
！
魚
屋
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
る
地
元
旬
魚
の
さ
ば

き
方
や
魚
料
理
の
コ
ツ
を
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

◆
開
催
日
：
11
月
17
日
（
日
）

※
10
時
～
13
時
の
３
時
間
程
度

◆
対
象
者
： 

市
内
在
住
の
方

◆ 

定
員
：
15
名
（
申
込
多
数
の
場

合
は
、
先
着
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

◆ 

参
加
費
用
：
５
０
０
円
（
材
料

代
等
）

◆
場
所
：
志
布
志
地
区
公
民
館

◆
申
込
期
限
：
11
月
１
日
（
金
）

※ 

申
込
み
に
つ
い
て
は
電
話
で
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

耕
地
林
務
水
産
課 

林
務
水
産
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１ （
４
２
３
）

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
加
入
に
つ
い
て

　　

労
災
保
険
は
、
業
務
上
の
事
由

又
は
通
勤
に
よ
る
労
働
者
の
負
傷
、

疾
病
、
障
害
、
死
亡
等
に
関
し
て
、

被
災
労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す
る

10
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
●京ノ峯団地 591 号　４ＤＫ　特賃住宅
　世帯向け一戸建て　家賃　35,000 円（所得制限あり）
●桜山団地 333 号　　３ＤＫ　公営住宅
　世帯向け３階建て　家賃　13,300 円〜（所得制限あり）
●西之原団地 305 号　２ＤＫ　市単住宅
　単身向け２階建て　家賃　20,000 円（所得制限なし）
●尾野見団地 513 号     ３ＤＫ　公営住宅
　世帯向け３階建て　家賃　14,300 円〜（所得制限あり）
●中原団地 713 号　　 ２ＤＫ　市単住宅
　単身向け２階建て　家賃　20,000 円（所得制限なし）

※ 詳しくは、下記までお問い合わせください。
■問い合わせ・申し込み先：

松山支所 産業建設課 管理係　℡：487-2111（253）

■松山地区　
10 月 加世田建設 　 ℡ 487-2057
11 月 佐藤建設 　 ℡ 487-2049
■志布志地区
10 月８日〜10 月14 日 志布志水道 ℡ 472-3540
10 月15 日〜10 月21 日 山本組 ℡ 472-1101
10 月22 日〜10 月28 日 宮崎水道 ℡ 472-1081
10 月29 日〜11 月４日 高吉組 ℡ 472-0721
11 月５日〜11 月11 日 崎田建設 ℡ 473-0050
11 月12 日〜11 月18 日 志布志水道 ℡ 472-3540
■有明地区
10 月６日〜 10 月 12 日 郡山工業 ℡ 475-0008
10 月13 日〜10 月19 日 西江建設 ℡ 474-2113
10 月 20 日〜 10 月 26 日 山中水道 ℡ 474-1440
10 月 27 日〜 11 月２日 有徳設備 ℡ 475-1596
11 月３日〜 11 月９日 池崎建設 ℡ 475-2068
11 月 10 日〜 11 月 16 日 郡山工業 ℡ 475-0008
■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない
と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。なお、中止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店✚ 10 月・11月の日曜・祝日当番医 ✚

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間
急病センター（曽於医師会立病院内 )」までお問い合
わせください。（℡ 482-5899）

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡ 0986-23-
5555）を行っていますのでご活用ください。

11 月

10 月

10 月 ・ 11 月の行事予定

 ● げんき市（昭和通付近）
　　 毎週金・土曜日（９時〜 15 時）

 ● 戌の市（宝満寺公園）
　　10 月 23 日、11 月４日、11 月 16 日、11 月 28 日

 ● そば処ちんたら庵（国道 269 号線沿）
　　 火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）

14 日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

20 日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

27 日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

　

編
集
後
記

　

出
水
中
学
校
と
田
之
浦
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た
、

最
後
の
体
育
大
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
▼
ど
ち
ら

の
中
学
校
も
生
徒
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
や

保
護
者
の
方
が
多
く
参
加
し
、
例
年
以
上
に
盛
り
上

が
っ
た
よ
う
で
す
。
▼
中
で
も
出
水
中
学
校
で
行
わ

れ
た
「
棒
踊
り
・
て
べ
し
」
は
1
時
間
に
わ
た
り
披

露
さ
れ
、
中
学
校
最
後
の
運
動
会
を
惜
し
む
か
の
よ

う
な
熱
の
入
っ
た
も
の
で
し
た
。
地
域
で
守
ら
れ
て

き
た
文
化
が
こ
の
ま
ま
無
く
な
っ
て
し
な
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
と
、
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
▼
「
古

き
を
温た

ず

ね
て
新
し
き
を
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

様
に
、
新
し
い
道
理
や
知
識
は
、
全
て
過
去
の
成
功

や
失
敗
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
過
去

を
切
り
捨
て
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
過
去
に
囚
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
、
市
報
を
制
作
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
國
重
）

３日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

４日 山下クリニック （内科・外科） ℡ 487-9001

10 日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

17 日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

大
隅
の
國 

や
っ
ち
く
松
山
藩

 

第 
 

回 

秋
の
陣
ま
つ
り

25

必
見
！
大
き
さ
日
本
一
！

「
ま
ぼ
ろ
し
の
一
夜
城
」

第
５
代
目
本
丸 

高
さ
22
・
２
ｍ
・
幅
23
・
６
ｍ　

新
登
場
！

【
場
所
：
志
布
志
市
松
山
城
山
総
合
公
園
内
特
設
会
場
】

11 月 9日（土）前夜祭　午後６時～
● 25 周年やっちくオブジェ登場
● 翠明 ショー　など

11 月 10日（日）本祭　午前８時 30 分～
● 武者行列・山積み野菜の大盤振舞（野菜の無料配布）

●大川 栄策 ショー

● からくり忍者屋敷、からくり迷路、やっちくサスケ

● だんご、甘酒、こんにゃく、さむらい鍋の大盤振舞

●新登場！城内観覧列車　● 25 周年 竹オブジェ

その他イベント盛りだくさん！

◆ 秋の陣まつりに、あなたも参加しませんか！

●武者行列鎧武者　　　　●武者行列稚児姫

●やっちく陣馬そり競争　●名前入り「のぼり旗」

●やっちく玉入れ選手権大会

 それぞれ大募集しています！詳しくは、下記の問い合

わせ先までご連絡ください！

シャトルバス運行表（志布志：アピア前駐車場　有明：農村環境改善センター前　松山：城山総合公園前駐車場）

志布志 7：00 8：15 9：30 10：45 12：00 13：45 15：00 松山 16：20

有明 7：20 8：35 9：50 11：05 12：20 14：05 15：20 有明 16：40

松山 7：45 9：00 10：15 11：30 12：45 14：30 15：45 志布志 17：00

■問い合わせ先：秋の陣まつり実行委員会　担当 宝地　TEL：487-2111（323）　 FAX：487-2593

・ホームページ：http://yattiku.net/　　・ブログ：http://maruta.be/yattiku

※会場近辺および松山町内のシャトルバス運行表については、秋の陣まつりチラシ（10 月末の使送）をご覧ください。
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　　　　　10 月・11 月　志布志市くらしのカレンダー 11 月号は 11 月 12 日に発行予定です。

10/11 金 １歳児歯科相談（9：30〜10：00受付 健康ふれあいプラザ） 肺がん検診（志布志地区）※1

育児相談（10：30〜12：00 健康ふれあいプラザ）
12 土
13 日
14 月 　体育の日

15 火

　法律相談（13：00〜15：00 志布志支所５Ｆ会議室）※2

　巡回消費生活相談日（10：00〜15：00 老人福祉センター）
　心配ごと相談（10：00〜15：00 老人福祉センター松山）

肺がん検診（志布志地区）※1

16 水
　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（13：30〜16：30 本庁保健課窓口）　 肺がん検診（志布志地区）※1

１歳６ケ月児健康診査／麻疹風疹Ⅰ期予防接種（13：00〜13：30受付 健康ふれあいプラザ）

17 木 　つどいの広場（10：00〜12：00 伊﨑田公民館）
肺がん検診（志布志地区）※1

18 金 １歳児歯科相談（9：30〜10：00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10：30〜12：00 やっちくふれあいセンター)　 肺がん検診（志布志地区）※1

19 土
20 日

21 月 　心配ごと相談（10：00〜15：00 市民センター有明）
肺がん検診（志布志地区）※1

22 火 ２歳６ヶ月児歯科検診（13：00〜13：30受付 有明改善センター） 肺がん検診（志布志地区）※1

23 水 　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9：30〜12：00 松山支所市民課窓口）　 肺がん検診（志布志地区）※1

24 木 　秋季合同行政相談（10：00〜15：00 志布志支所５Ｆ会議室）

25 金 　子育て講座（10：00〜12：00 子育て支援センターはぐくみランド）
３歳児健康診査（13：00〜13：30受付 健康ふれあいプラザ）

26 土

27 日 　新酒まつり&おいしぶし祭り（10：00〜16：00 若潮酒造内特設会場）
　健康づくり推進大会（13：30〜15：30 市文化会館）

28 月 　
29 火 ５歳児歯科検診（13：00〜13：30受付 健康ふれあいプラザ）

30 水

　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）
１歳児歯科相談（9：30〜10：00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10：30〜12：00 宇都鼻研修センター）

　ミニうんどうかい（10：00〜12：00 鉄道記念公園はぐくみランド前）
31 木 　第18回全国茶サミット鹿児島大会 in 志布志市（２ページ参照）

11/1 金 両親学級（9：20〜9：30受付 健康ふれあいプラザ）
2 土
3 日 　文化の日
4 月 　振替休日

5 火 　法律相談（13：00〜15：00 本庁３Ｆ会議室）※3

　心配ごと相談（10：00〜15：00 老人福祉センター松山）
6 水 母子手帳交付（13：30〜16：30 本庁保健課窓口）　 女性がん検診（志布志地区）※1

7 木 　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）
女性がん検診（志布志地区）※1

8 金 育児学級(9：30〜10：00受付 やっちくふれあいセンター)
育児相談(10：30〜12：00 やっちくふれあいセンター）　 女性がん検診（志布志地区）※1

9 土 　第25回大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり前夜祭（43ページ参照）
女性がん検診（志布志地区）※1

10 日 　第25回大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり本祭（43ページ参照）
11 月

12 火 　心配ごと相談（10：00〜15：00 市民センター有明）
５歳児歯科検診（13：00〜13：30受付 健康ふれあいプラザ）　 女性がん検診（松山地区）※1

13 水
　巡回消費生活相談日（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）
　心配ごと相談（10：00〜15：00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（9：30〜12：00　松山支所市民課窓口）　 女性がん検診（松山地区）※1

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡ 472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※３ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡ 474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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